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門

I
〕
「
労
働
疎
外
」
の
基
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前
提
条
件

l
i労
働
力
の
売
買

i
l

〔

E
〕
労
働
過
程
と
価
値
増
殖
過
程
に
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す
る
一
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的
考
察
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労
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展
開
ハ
そ
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一
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i
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-
j
i
-
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:
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上
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二
十
六
巻
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〔
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〕
「
労
働
疎
外
」
の
展
開
(
そ
の
二
)
・
:
・
:
・
:
j
i
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-
:
:
j
i
-
-
-
以
上
第
二
十
六
巻
第
一
一
号
所
載

第
一
一
一
節
本
軍
の
ま
と
め

〔

I
〕
「
労
働
疎
外
」
の
揚
棄

〔

E
〕
共
産
主
義
社
会
と
そ
の
過
渡
期
に
お
け
る
人
間
労
働
の
あ
り
か
た

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
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制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
(
完
)

一
二
六

円

Eμ

「
労
働
疎
外
」
と
労
働
者
階
級
の
「
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乏
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よ
第
二
十
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巻
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一
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所
載
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初
期
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」
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と
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本
論
』
と
の
関
連

第
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節
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
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諸
論
点
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て
|
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第
一
章
の
要
約
と
補
足

i
l

第
二
節
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
と
『
資
本
論
』
と
の
関
連
に
闘
す
る
一
見
解
の
検
討

第
三
節
結
論

i
!初
期
「
労
働
疎
外
」
論
と
『
資
本
論
』
と
の
関
連

i
i

あとがき・・・・・・
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以
よ
本
号
所
載

第
三
章

初
期
「
労
働
疎
外
」
論
と
『
資
本
論
』
と
の
関
係

第
一
節

初
期
「
労
働
疎
外
」
論
の
諸
論
点
に
つ
い
て
1

1

第
一
章
の
要
約
と
補
足
|
|

t→ 

初
期
「
労
働
疎
外
」
論
と
い
う
と
き
、
こ
れ
を
『
経
清
学
・
哲
学
草
稿
』

(
一
八
四
周
年
〉
の
一
断
片
部
分
「
〔
疎
外
さ
れ
た
労
働
〕
」

め の
み
に
限
定
し
て
こ
の
部
分
だ
け
を
あ
っ
か
つ
て
す
ま
せ
る
論
者
が
み
う
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
断
片
部
分
以
外
の
諸
草
稿
を
は
じ

『
経
・
哲
草
稿
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
「
経
済
学
抜
粋
ノ

l
ト
」
や
、

『
草
稿
』
直
後
、
同
じ
年
に
執
筆
さ
れ
た
『
聖
家

族
』
に
も
、

「
労
働
疎
外
」
に
関
す
る
重
要
な
論
及
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

『
草
稿
』
の
「
〔
疎
外
さ
れ
た
労
働
〕
」
だ
け
を
こ
れ

ら
の
論
述
か
ら
切
り
離
し
て
あ
っ
か
う
べ
き
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
本
稿
で
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
を
扱
う
さ
い
に
は
、
「
〔
疎

外
さ
れ
た
労
働
〕
」
の
部
分
を
中
核
と
し
て
と
ら
え
な
が
ら
も
当
時
の
「
労
働
疎
外
」
に
関
す
る
他
の
諸
論
述
も
そ
の
範
囲
に
ふ
く
め
て

こ
れ
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
(
こ
の
点
は
す
で
に
第
一
章
で
も
簡
単
に
指
摘
し
て
あ
右
〉
。



(

1

)

『
経
・
哲
草
稿
』
と
「
経
済
学
抜
粋
ノ

l
ト
」
と
の
時
間
的
関
連
の
考
証
に
つ
い
て
は
、
『
ド
イ
ツ
哲
学
雑
誌
』
一
九
六
九
年
二
月
号
所
載

の
N
・
I
-
ラ
l
ピ
ン
の
論
文
、
「
マ
ル
ク
ス
の
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
に
お
け
る
所
得
の
三
源
泉
の
対
比
的
分
析
」
(
細
見
英
氏
訳
『
思
想
』

八
五
六
一
号
〉
所
載
)
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
論
文
の
紹
介
と
論
評
に
、
細
見
英
氏
の
「
『
経
哲
草
稿
』
第
一
草
稿
の
執
筆
順
序

i
I
N
-
-
-
ラ
I

ピ
ン
論
文
の
紹
介
1
1
l
」
が
あ
る
(
「
立
命
館
経
済
学
」
第
十
九
巻
第
三
一
号
所
載
)
。

こ
の
考
証
は
事
実
に
裏
付
け
ら
れ
た
手
堅
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
『
草
稿
』
の
各
部
分
と
各
種
の
「
ノ

l
ト
」
と
の
順
序
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
い
り
く
ん
だ
順
序
で
書
か
れ
て
い
る
。
最
初
に
「
経
済
学
抜
粋
ノ
l
ト
」
の
第
一
、
第
二
、
第
三
ノ

i
ト
、
つ
い
で
『
経
・
哲
草
稿
』
の

第
一
草
稿
、
そ
の
つ
ぎ
に
第
四
、
第
五
ノ
l
ト
、
つ
づ
い
て
第
二
、
第
三
一
草
稿
と
い
う
順
序
が
こ
れ
で
あ
る
(
細
見
氏
か
ら
さ
き
の
「
紹
介
」
論
文

を
送
付
し
て
い
た
だ
き
、
右
の
事
実
や
他
の
知
識
を
え
ら
れ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
し
た
い
)
。
な
お
、
両
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ォ
ト
コ
ピ
ー
に
も
と

づ
い
て
、
右
の
考
証
を
追
試
し
補
完
し
た
も
の
と
し
て
、
山
中
隆
次
氏
の
「
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
と
『
抜
粋
ノ
!
ト
』
の
関
係
!
|
|
ラ
l
ピ
ン

論
文
に
よ
せ
て

i
i」
〈
『
思
想
』
五
六
九
号
〈
一
九
七
一
年
十
一
月
〉
所
載
)
が
あ
る
。
な
お
ま
た
、
こ
の
「
抜
粋
ノ

l
ト
」
か
ら
の
引
用
は
、

第
一
章
の
場
合
と
同
様
、
杉
原
、
重
田
訳
、
未
来
社
刊
『
経
済
学
ノ

i
ト
』
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

さ
て
、
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
に
つ
い
て
は
す
で
に
第
一
章
で
概
観
し
た
。
こ
こ
で
は
こ
の
概
観
に
も
と
づ
い
て
、
当
面
す
る
観
点
か

ら
再
度
そ
の
重
要
な
諸
点
を
ぬ
き
だ
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
多
少
の
補
足
を
加
え
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

fI 

1 
LJ  

へ
i
ゲ
ル
に
お
け
る
「
疎
外
」
概
念
は
、
さ
し
あ
た
り
主
体
た
る
意
識
(
精
神
)
の
運
動
で
生
み
だ
さ
れ
る
対
象
が
主
体
か

ら
自
立
化
す
る
過
程
|
|
』
そ
れ
は
同
時
に
、
意
識
が
右
の
対
象
を
客
体
と
し
て
認
識
し
再
び
こ
れ
を
自
己
の
う
ち
に
奪
回
(
止
揚
)
す
る

必
然
性
を
ふ
く
む
過
程
で
あ
る
ー
ー
ー
を
表
わ
す
概
念
で
あ
る
。

へ
l
ゲ
ル
の
観
念
性
を
批
判
し
た
ア
オ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
「
疎
外
」
概
念

に
お
い
て
も
、
自
己
を
疎
外
す
る
主
体
は
愛
と
宗
教
に
お
け
る
抽
象
的
人
間
と
し
て
把
握
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
彼
ら

の
把
握
に
対
し
て
、

マ
ル
グ
ス
に
お
け
る
「
疎
外
」
概
念
の
特
徴
は
、
現
実
の
社
会
的
存
在
た
る
人
間
労
働
の
弁
証
法
的
な
あ
り
か
た
を

表
わ
す
点
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
人
間
と
社
会
を
産
出
し
発
展
さ
せ
る
現
実
的
労
働
が
労
働
主
体
に
対
し
て
疎
遠
な
対
象
と
し
て
独
立
化

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
否

一
二
七



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
否

一
一
一
八

し
、
こ
の
対
象
が
む
し
ろ
主
体
を
制
調
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
の
発
展
は
同
時
に
右
の
対
立
を
揚
棄
す
る
必
然
性
を

ふ
く
ん
で
い
る
こ
と
、
こ
う
し
た
労
働
の
あ
り
か
た
を
表
わ
す
点
に
そ
の
中
心
的
意
義
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
方
、

マ
ル
ク
ス
は
、
人
間
労
働
自
身
の
特
質
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、

「
肉
体
的
欲
求
か
ら
の
自
由
の
な
か

で
」
行
な
わ
れ
る
「
精
神
的
肉
体
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
露
」
で
あ
り
、

「
意
識
的
な
活
動
」
で
あ
る
。

「
全
自
然
を
再
生
産
す
る
」
活
動

で
あ
り
、

「
対
象
に
そ
の
〔
対
象
〕
固
有
の
規
準
を
あ
て
が
う
」

(
つ
ま
り
自
然
法
則
を
発
見
し
利
用
す
る
)
と
い
う
特
徴
を
も
っ
、
さ

ら
に
分
業
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
類
的
活
動
」
、

「
共
同
体
的
な
社
会
的
な
活
動
」
で
あ
る
。
そ
し
て
人
聞
は
こ
の
労
働
を
通
じ
て
、

「
人
間
的
欲
求
を
充
足
」
し
、

「
生
命
発
現
の
喜
び
」
や
自
分
が
「
共
同
体
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
意
識
す
る
喜
び
」
を
味

ぅ
、
等
々
。
彼
は
、

「
市
民
社
会
」
で
は
労
働
の
こ
う
し
た
諸
本
性
が
転
倒
し
て
現
わ
れ
、
労
働
の
対
象
化
が
「
対
象
の
喪
失
お
よ
び
対

〔
対
象
の
〕
獲
得
が
疎
外
と
し
て
」
現
わ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

象
へ
の
隷
属
と
し
て
、

そ
れ
ゆ
え
マ
ル
ク
ス
が
、

「
労
働
の
疎
外
L

、

「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
い
う
概
念
を
駆
使
し
て
「
市
民
社
会
」
の
経
済
的
事
実
や
経

済
学
を
批
判
的
に
検
討
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ご
く
一
般
的
に
い
え
ば
、
彼
が
労
働
主
体
の
立
場
か
ら
、
こ
の
社
会
に
お
け
る
経

済
的
諸
事
実
や
諸
概
念
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
労
働
の
転
倒
し
た
あ
り
か
た
を
と
ら
え
、
か
っ
、
か
か
る
あ
り
か
た
の
必
然
的
揚
棄
を
究
明

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(斗

〔

2
〕、

マ
ル
ク
ス
は
、
三
大
階
級
お
よ
び
資
本
、
労
賃
、
地
代
の
関
連
を
要
旨
つ
ぎ
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
。

資
本
と
は
労
働
と
そ
の
生
産
物
に
対
す
る
支
配
力
で
あ
り
、
労
働
の
増
加
は
労
賃
を
上
昇
さ
せ
ず
に
資
本
を
増
大
さ
せ
る
。
地
代
は
利



子
、
利
潤
と
同
様
に
労
働
の
再
生
産
費
を
こ
え
る
も
の
で
あ
り
、
借
地
農
と
資
本
家
と
の
闘
争
を
通
じ
て
確
定
さ
れ
る
(
土
地
所
有
は
商

品
へ
転
化
さ
れ
、
古
い
貴
族
制
が
最
終
的
に
崩
壊
さ
せ
ら
れ
て
「
貨
幣
貴
族
制
」
、

「
資
本
の
純
粋
の
支
配
」
が
完
成
す
る
)
。
労
賃
も
資

本
家
と
労
働
者
と
の
敵
対
的
闘
争
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
る
。
「
市
民
社
会
」
に
お
い
て
は
、
社
会
の
富
は
、
資
本
の
集
積
と
分
業
の
発
達
を

通
じ
て
行
な
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
ど
ん
な
に
有
利
な
場
合
で
も
、
結
局
は
労
働
の
一
面
化
、
労
働
者
の
機
械
へ
の
転
落
、
資
本
へ
の

隷
属
、
過
剰
生
産
に
よ
る
失
業
、
労
賃
の
下
落
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
だ
か
ら
労
働
者
の
窮
乏
化
は
彼
ら
の
産
物
で
あ
り
、

つ
ま
り
、
窮
乏
は
今
日
の
労
働
自
身
の
本
性
か
ら
生
ず
る
。

彼
ら
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
宮
の
産
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

(

2

)

第
一
章
で
は
、
以
上
の
諸
点
を
ご
く
簡
単
に
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
こ
で
右
の
諸
点
を
『
草
稿
』
の
第
一
稿
と
「
抜
粋
ノ

l
ト
」
の

叙
述
に
即
し
て
と
ら
え
補
足
す
る
こ
と
に
す
る
(
引
用
で
こ
と
わ
り
の
な
い
ば
あ
い
は
『
草
稿
』
(
(
主
と
し
て
城
塚
訳
〈
岩
波
〉
)
)
か
ら
の
も
の
、
ま

た
無
括
孤
の
文
章
は
主
と
し
て
私
に
よ
る
要
約
で
あ
る
)
。

*
「
資
本
は
、
労
働
と
そ
の
生
産
物
と
に
た
い
す
る
支
配
力
〔
月
四
四
日
巾

E
呂
田
回
目
当
色
白
で
あ
る
」

(
H
U

・
ち
)
。
「
人
間
的
労
働
が
自
然
産
物
や

加
工
さ
れ
た
自
然
産
物
に
つ
い
て
な
し
と
げ
る
こ
の
進
歩
は
、
労
賃
を
増
大
さ
せ
る
の
で
な
く
、
一
方
で
は
利
得
を
あ
げ
る
諸
資
本
の
数
を
:
:
:
増

大
さ
せ
る
」
(
ヤ
注
品
目
)
。
資
本
に
と
っ
て
決
定
的
な
動
機
は
、
「
彼
自
身
の
利
潤
と
い
う
観
点
で
あ
る
」
(
旧
日
・

8
i品
目
)
。
「
蓄
積
、
そ
れ

は
私
的
所
有
の
支
配
の
も
と
で
は
少
数
者
の
手
中
へ
の
資
本
の
集
中
で
あ
る
」
(
司
・
お
)
。
蓄
積
と
競
争
に
お
い
て
は
、
大
資
本
は
小
資
本
を
駆
遂

す
る
(
司
・

8
2
)
。

ネ
「
:
:
:
地
代
は
必
要
な
生
産
費
の
部
分
に
入
ら
な
い
。
利
潤
も
ま
た
生
産
費
の
部
分
で
は
な
い
。
:
:
:
つ
ま
り
そ
れ
ら
の
(
労
働
な
ど
の
|
|

水
谷
〉
再
生
産
費
用
:
:
:
こ
れ
を
う
わ
ま
わ
る
も
の
、
こ
れ
以
上
の
も
の
が
利
子
と
利
潤
、
小
作
料
と
地
代
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
す
べ

て
の
物
の
価
格
は
プ
ル

I
ド
ン
が
す
で
に
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
高
価
す
ぎ
る
の
だ
」
(
「
ノ

l
ト
」
、
可

-
g
i
m己
。
「
地
代
は
借
地
農
と
地

主
と
の
あ
い
だ
か
闘
争
を
通
し
て
確
定
さ
れ
る
」
(
司
・
白
印
〉
。
地
主
が
社
会
の
富
の
増
進
に
利
害
関
係
を
も
っ
と
い
わ
れ
る
が
、
「
こ
の
増
進
は

窮
乏
や
奴
隷
状
態
の
増
進
と
同
じ
こ
と
な
の
で
あ
る
」

(
H
U

・2
)。
競
争
の
最
終
結
果
は
、
「
全
体
と
し
て
は
、
も
は
や
住
民
の
二
つ
の
階
級
、
労

働
者
階
級
と
資
本
家
階
級
と
だ
け
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
:
:
:
土
地
所
有
が
商
品
へ
転
化
す
る
こ
と
は
、
古
い
貴
族
制
の
最
終
的
崩
壊
で
あ

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
(
完
)

一
二
九



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
己

一一二

O

り
、
ま
た
貨
幣
貴
族
制
の
最
終
的
完
成
で
あ
る
」
(
司
・
ヨ
芯
)
。
「
:
:
:
土
地
所
有
、
つ
ま
り
私
的
所
有
の
根
源
が
、
私
的
所
有
の
運
動
の
な
か

に
完
全
に
ひ
き
ず
り
こ
ま
れ
て
商
品
に
な
る
こ
と
、
所
有
者
の
支
配
が
、
私
的
所
有
の
、
資
本
の
純
粋
な
支
配
と
し
て
、
す
べ
て
の
政
治
的
色
あ
い

を
脱
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
、
有
産
者
と
労
働
者
と
の
あ
い
だ
の
関
係
が
、
搾
取
者
と
被
搾
取
者
の
国
民
経
済
的
関
係
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
、
自
分
の

財
産
に
た
い
す
る
所
有
者
の
人
格
的
関
係
が
す
べ
て
廃
棄
さ
れ
て
、
そ
の
財
産
が
た
だ
事
物
的
な
物
質
的
な
富
と
な
る
こ
と
、
:
:
:
こ
う
し
た
諸
事

態
が
お
こ
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
」
(
司
・

3
叶
色
。

*
「
概
念
の
う
え
で
い
え
ば
、
地
代
と
資
本
利
得
と
は
、
労
賃
か
ら
差
引
か
れ
る
諸
控
除
〔
〉
σ
N
P
四
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
労
賃
は

土
地
と
資
本
と
が
〔
自
分
か
ら
差
引
い
て
〕
労
働
者
に
引
き
わ
た
す
一
つ
の
控
除
で
あ
り
、
労
働
者
へ
の
、
労
働
へ
の
・
:
:
・
譲
与
で
あ
る
」
(
司
-

N
3
。
「
か
骨
は
資
本
家
と
労
働
者
と
の
敵
対
的
な
闘
争
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
る
」
(
句

-
H
3
。
「
:
:
:
労
働
者
に
と
っ
て
の
み
、
資
本
と
土
地

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

所
有
と
労
働
と
の
分
離
は
、
必
然
的
な
、
本
質
的
な
、
し
か
も
有
害
な
分
離
な
の
で
あ
る
。
:
:
:
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
資
本
と
地
代
と
労
働
と
の

か
勝
ゆ
あ
か
弥
か
か
か
」
(
中
口
i
H
S
。
「
労
賃
に
と
っ
て
最
低
の
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
水
準
は
、
労
働
者
の
労
働
期
間
中
の
生
活
を
維
持

で
き
る
と
い
う
線
で
あ
り
:
・
:
労
働
者
と
い
う
種
族
が
死
滅
し
な
い
で
す
む
と
い
う
線
で
あ
る
」
(
可

-HS
。

「
富
が
増
進
し
つ
つ
あ
る
社
会
:
:
:
こ
の
状
態
は
労
働
者
に
と
っ
て
唯
一
の
有
利
な
状
態
で
あ
る
」
が
、
こ
の
場
合
で
も
つ
ぎ
の
こ
と
が
不
可
避

に
な
る
。
「
労
働
者
自
身
の
労
働
が
他
人
の
所
有
物
と
し
て
ま
す
ま
す
彼
に
対
抗
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
労
働
者
の
生
存
と
活
動
と
の
た
め

の
諸
手
段
が
、
ま
す
ま
す
資
本
家
の
手
中
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
:
:
:
。
資
本
の
集
積
は
分
業
を
拡
大
さ
せ
、
分
業
は
労
働
者
の
数
を
増
大
さ
せ
る
。

ま
た
逆
に
、
労
働
者
の
数
は
分
業
を
拡
大
さ
せ
、
同
様
に
分
業
は
資
本
の
集
積
を
増
進
さ
せ
る
。
一
方
で
の
こ
の
分
業
と
他
方
で
の
資
本
の
集
積
と

と
も
に
、
労
働
者
は
ま
す
ま
す
一
途
に
労
働
に
、
し
か
も
特
定
の
、
き
わ
め
て
一
面
的
な
、
機
械
的
な
労
働
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て

労
働
者
は
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
機
械
に
ま
で
下
落
さ
せ
ら
れ
、
ひ
と
り
の
人
間
か
ら
一
個
の
抽
象
的
活
動
お
よ
び
一
個
の
胃
袋
と
な
る
が
、

そ
れ
に
応
じ
て
彼
は
ま
た
、
市
場
価
格
の
あ
ら
ゆ
る
動
揺
や
資
本
の
投
下
や
富
者
の
気
ま
ぐ
れ
に
、
ま
す
ま
す
左
右
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
」

(
H
Y

N
H
l
N
N
)
。
「
資
本
の
集
中
は
よ
り
大
き
く
な
り
、
大
資
本
家
は
小
資
本
家
を
破
滅
さ
せ
」

(
M
M

・M
S
。
一
労
働
者
の
数
が
増
加
し
た
た
め
に
、
労

働
者
自
身
の
あ
い
だ
の
競
争
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
ま
す
ま
す
不
自
然
に
、
ま
す
ま
す
暴
力
的
に
な
る
。
:
:
:
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
に
も
っ

と
も
有
利
な
社
会
状
態
の
な
か
で
さ
え
、
労
働
者
に
と
っ
て
の
必
然
的
な
結
果
は
、
過
重
労
働
と
早
死
、
機
械
へ
の
転
落
、
労
働
者
に
敵
対
し
て
物

騒
に
集
積
さ
れ
る
資
本
へ
の
隷
属
、
新
し
い
競
争
、
労
働
者
の
一
部
の
餓
死
ま
た
は
乞
食
化
で
あ
る
」
(
司
-
N
N
1
N
S

。



ネ
「
国
民
経
済
学
者
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
の
利
害
は
社
会
の
利
害
に
け
っ
し
て
対
立
し
な
い
」
。
「
し
か
し
労
働
そ
の
も
の
は
、
現
在
の
諸
条
件

の
も
と
で
の
み
な
ら
ず
、
一
般
に
労
働
の
目
的
が
富
の
た
ん
な
る
増
大
に
あ
る
か
ぎ
り
で
は
、
私
は
あ
え
て
い
う
が
、
労
働
そ
の
も
の
は
有
害
で
あ

り
、
破
滅
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
民
経
済
学
者
は
気
づ
い
て
い
な
い
が
、
彼
の
説
明
か
ら
そ
う
推
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
(
司
・
民

l
N
3
。
「
衰
退
し
つ
つ
あ
る
社
会
状
態
に
お
い
て
は
、
労
働
者
は
も
っ
と
ひ
ど
く
苦
し
む
」
。
「
し
か
し
、
進
歩
し
つ
つ
あ
る
社
会
状
態
に
お
い

て
は
、
労
働
者
の
没
落
と
貧
困
化
は
、
彼
の
労
働
の
産
物
で
あ
り
、
被
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
富
の
産
物
で
あ
ろ
。
窮
乏
、
そ
れ
は
こ
う
し
て
今
日

、

、

、

、

、

、

、

、

の
労
働
そ
の
も
の
の
本
質
か
ら
生
ず
る
の
だ
」
(
吋

-N3
。
「
国
民
経
済
学
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
を
、
す
な
わ
ち
資
本
も
地
代
も
も
た
ず
、
も
っ

、
、
、

ば
ら
労
働
に
よ
っ
て
、
し
か
も
一
面
的
、
抽
象
的
な
労
働
に
よ
っ
て
生
活
す
る
ひ
と
を
、
た
だ
労
働
者
と
し
て
だ
け
観
察
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
」
(
司
・
ミ
l
N巴
。
「
労
働
は
、
国
民
経
済
学
で
は
、
た
だ
営
利
活
動
〔
開
門
司

R
Z
3
2間
宮
山
口
と
い
う
形
態

を
と
っ
て
し
か
現
わ
れ
な
い
の
だ
」
(
司

-NS
。

同

〔

3
〕、

右
の
経
済
的
諸
関
係
を
「
概
念
的
に
」
把
握
す
る
た
め
、

「
こ
の
事
実
の
概
念
を
、
疎
外
さ
れ
た
労
働
と
表
現
し
」
、

「こ

の
概
念
を
分
析
」
し
て
い
る
の
が
、

『
草
稿
』
の
一
断
片
〔
疎
外
さ
れ
た
労
働
〕
」
で
あ
る
。

す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

こ
の
分
析
で
は
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
が
、

(
一
)
、
労
働
生
産
物
の
疎
外
、

(
二
)
生
産
過
程
内

部
に
お
け
る
疎
外
、

会
己
、
類
か
ら
の
疎
外
、

(
四
)
人
聞
か
ら
の
入
聞
の
疎
外
と
い
う
四
つ
の
側
面
で
把
握
さ
れ
た
の
ち
、
労
賃
も

私
的
所
有
も
と
も
に
「
疎
外
き
れ
た
労
働
」
の
産
物
で
あ
る
一
方
、

「
私
的
所
有
」
は
労
働
が
疎
外
さ
れ
る
契
機
だ
と
い
う
関
連
が
明
ら

か
に
さ
れ
、

し
た
が
っ
て
労
賃
が
い
か
に
上
昇
し
て
も
、

「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
「
私
的
所
有
」
と
を
前
提
に
す
る
限
り
、
そ
の
上
昇

は
奴
隷
の
報
酬
改
善
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
ひ
き
だ
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
結
論
は
、

「
一
方
の
側
面
と
と
も
に
他
方
の
側
面
も
没
落
せ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
い
う
こ
と
、

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究

2
5

一一一一一



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
否

一一一一一

解
放
は
、

「
生
産
に
対
す
る
労
働
者
の
関
係
の
な
か
に
、
人
間
的
な
全
隷
属
状
態
が
内
包
さ
れ
て
い
る
」
か
ら
、

「
労
働
者
の
解
放
と
い
う
政
治
的
な
か
た
ち
で
表
明
さ
れ
」
、
こ
の
解
放
の
な
か
に
「
一
般
的
人
間
的
解
放
が
ふ
く
ま
れ
て
い

「
私
的
所
有
し
等
か
ら
の
社
会
の

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
『
草
稿
』
で
は
、

「
つ
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
労
働
と
労
働
者
に
と
っ
て
疎
遠
な
こ
の
人
聞
の
、
労
働
者
に
対
す
る
関
係
、
労

働
と
そ
の
対
象
に
対
す
る
関
係
を
、
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
」

(
H
U
-
H
g
)

と
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
草
稿
は
、
労
働
者

が
「
疎
外
」
の
否
定
商
で
あ
る
の
に
対
し
て
資
本
家
は
肯
定
面
で
あ
る
こ
と
が
指
描
さ
れ
か
け
た
部
分
で
失
わ
れ
、
残
存
し
て
い
な
い
。

「
有
産
階
級
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
は
、
同
一

の
人
間
的
自
己
疎
外
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
」
が
、
前
者
は
こ
の
疎
外
の
う
ち
に
「
快
適
と
安
固
を
感
じ
て
お
り
、
こ
の
疎
外
が
彼
み
e

す
か

ら
の
力
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
ま
た
疎
外
の
う
ち
に
人
間
的
生
存
の
外
見
を
も
っ
て
い
る
。
後
者
は
こ
の
疎
外
の
う
ち
に
廃
棄
さ

お
そ
ら
く
こ
の
間
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
一
つ
の
要
点
は
、

れ
た
と
感
じ
、
そ
の
う
ち
に
彼
の
無
力
と
非
人
間
的
生
存
の
現
実
性
を
認
め
て
い
る
し
、

(
3
)
 

後
者
か
ら
こ
れ
を
絶
滅
す
る
行
動
が
生
じ
て
く
る
」
、
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
右
の
叙
述
に
ひ
き
つ
づ
い
て
『
聖
家

「
前
者
か
ら
対
立
を
維
持
す
る
行
動
が
生
じ
、

族
』
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
す
で
に
と
の
失
わ
れ
た
「
断
片
」
部
分
で
示
唆
さ
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
か
、
あ
る
い

は
こ
こ
で
の
把
握
か
ら
引
き
だ
さ
れ
う
る
一
つ
の
結
論
だ
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。

「
い
っ
さ
い
の
人
間
性
の
捨
象
が
、
人
間
性
の
外
見
の
捨
象
さ
え
も
が
、
完
成
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
う
ち
に
実
践
的
に
完
了

し
て
い
る
た
め
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
生
活
条
件
の
う
ち
に
今
日
の
社
会
の
い
っ
さ
い
の
生
活
条
件
の
、
も
っ
と
も
非
人
間
的
な
頂

人
間
が
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
己
を
喪
失
し
て
お
り
、
し
か
も
同
時
に
こ
の
喪

失
の
理
論
的
意
識
を
か
ち
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
・
:
:
絶
対
に
有
無
を
い
わ
せ
ぬ
窮
乏

l
l必
然
性
の
実
践
的
表
現
ー
ー
に
よ
っ

点
が
集
中
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、



て
、
こ
の
非
人
間
性
に
対
す
る
反
逆
へ
と
直
接
に
お
い
こ
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
た
め
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
自
分
自
身
を
解
放

す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
解
放
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
彼
自
身
の
生
活
条
件
を
揚
棄
し
な
い
で
は
、
白

〈
刀
を
解
放
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
。
「
問
題
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
な
ん
で
あ
る
か
、
ま
た
彼
の
存
在
に
お
う
じ
て
歴
史
的
に
何

を
す
る
よ
う
に
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
目
的
と
歴
史
的
行
動
は
、
彼
自
身
の
生
活
状
態
の
う
ち
に
も
、

ま
た
今
日
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
全
組
織
の
う
ち
に
も
、
明
白
に
、
取
り
消
し
よ
う
の
な
い
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
し

(ζ
・
開
・
巧
R
w
p

N
u
ω

・ω
∞
?
訳
、
吋
・
ω品)。

〈

3
)

『
聖
家
族
』
、
戸
開
・
当
日
H
W
3
N帽

ω
・ωア
訳
、

]ygu

側

門

4
〕
、

交
換
、
分
業
、
貨
幣
、
私
有
財
産
の
諸
関
係
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
把
握
が
特
徴
的
で
あ
る
(
こ
の
点
は
、

第
一
章
で
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
え
な
か
っ
た
の
で
、

* 

「
抜
粋
ノ

l
ト
」
の
「
ミ
ル
評
注
」
を
中
心
に
そ
の
要
点
を
示
し
て
お
こ
う
)
。

生
産
に
お
け
る
人
間
活
動
や
そ
の
生
産
物
の
交
換
は
類
的
活
動
で
あ
る
。
「
人
間
が
世
界
を
人
間
的
に
組
織
」
し
て
い
な
い
あ
い

「
人
間
の
共
同
的
存
在
し
も
類
的
活
動
も
疎
外
さ
れ
た
形
態
を
と
る
(
「
抜
粋
ノ

i
ト
」
、
]
-
・

8
1申∞)。

だ
は
、

、

、

、

、

、

、

(

4

)

『
聖
家
族
』
で
は
、
「
市
民
社
会
の
人
間
」
が
、
「
私
的
利
害
と
無
意
識
の
自
然
必
然
性
と
い
う
き
ず
な
に
よ
っ
て
人
間
と
結
ぼ
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
独
立
の
人
間
、
営
利
、
活
動
と
彼
自
身
な
ら
び
に
他
人
の
私
利
的
欲
望
の
奴
隷
」
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
(
前
掲
、

ω
・
ロ
デ
訳
、

】

U

・
口
∞
〉
。
「
ノ
l
ト
」
で
い
、
7

「
疎
外
さ
れ
た
人
間
の
社
会
し
の
一
面
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

* 
私
が
自
分
の
私
有
財
産
を
他
人
に
譲
渡
す
る
と
そ
れ
は
私
の
も
の
で
は
な
く
な
り
、
私
か
ら
独
立
し
た
外
在
的
事
物
に
な
る
。
こ

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
己

一一一一一一



資
本
制
的
坐
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
召

の
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
か
を
国
民
経
済
学
は
正
し
く
必
要
と
歓
求
に
も
と
め
て
い
る
ハ
前
掲
「
ノ
i
ト
」
、

HU
・
3
l
H
g
)
。

一
一
二
日

だ
か
ら
交
換
は
私
的
所
有
の
枠
内
で
の
人
間
の
社
会
的
類
的
行
為
で
あ
り
、

「
外
在
化
さ
れ
た
類
的
行
為
」
、

「
社
会
的
交
通
」
で
あ
る

(
同
、
吋
・

5H)
。
交
換
に
お
い
て
私
有
財
産
は
他
の
私
有
封
産
と
等
値
さ
れ
、
相
互
に
等
価
物
に
な
っ
て
い
る
。
等
価
物
と
し
て
の
私
有

財
産
は
価
値
ハ
直
接
に
は
交
換
価
値
)
で
あ
っ
て
、
私
有
財
産
の
価
値
定
在
は
そ
の
直
接
的
定
在
と
は
区
別
さ
れ
た
私
有
財
産
の
単
に
相

対
的
定
在
で
あ
る
(
問
、

MM
・-
c
N
)

。

未
聞
状
態
に
お
い
て
は
、
生
産
の
限
度
は
直
接
的
欲
求
の
範
囲
に
限
ら
れ
て
お
り
、
交
換
は
生
じ
な
い
。
だ
が
ひ
と
た
び
交
換
が

* 
半
ず
ろ
と
剰
余
生
産
が
生
じ
、
労
働
が
部
分
的
に
せ
よ
堂
利
を
目
指
す
も
の
に
な
り
、
生
産
物
は
価
値
と
し
て
生
産
さ
れ
る
よ
{
つ
に
な
る

(同、

M
Y
H
8
・
戸
口
己
。
他
方
、
人
間
的
活
動
の
相
互
補
完
と
交
換
が
分
業
と
し
て
現
わ
れ
る
。
「
分
業
は
、
疎
外
の
内
部
で
の
労

働
の
社
会
性
に
つ
い
て
の
国
民
経
済
学
的
表
現
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
労
働
と
は
外
化
の
内
部
で
の
人
間
的
活
動
の
一
表
現
、
生
命

外
化
と
し
て
の
生
命
発
現
の
一
表
現
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
分
業
も
ま
た
・
:
類
的
存
在
で
あ
る
人
聞
の
活
動
と
し
て
の
、
人
間

的
活
動
が
、
疎
外
さ
れ
外
在
化
さ
れ
て
定
立
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
(
『
経
・
哲
草
稿
』
、

HYHm∞
)
。
こ
の
分
業
の
内
部
で
は
、

生
産
者

の
仕
事
が
一
面
化
し
、
労
働
は
い
っ
そ
う
営
利
労
働
に
な
っ
て
い
く
(
ぺ
ノ
i
ト
」
、

HU
・5
3
。
そ
し
て
生
産
物
は
ま
す
ま
す
等
価
物
に

な
る
。
こ
う
し
て
全
生
産
物
が
交
換
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
等
価
物
は
貨
幣
と
い
う
形
態
を
と
る
よ
う
に
な
る
(
問
、

T

・5
3
。
国
民

経
済
学
は
、
こ
の
発
展
全
体
を
偶
然
的
必
要
の
所
産
と
し
て
し
か
解
し
え
な
い
(
向
、
]
U

・5m)
。

* 
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
貨
幣
の
本
質
は
、
人
間
相
互
の
活
動

i
i人
聞
の
産
物
を
と
お
し
て
相
互
に
補
完
さ
れ
あ
う
媒
介

的
活
動
l
lー
が
疎
外
さ
れ
て
物
の
属
性
に
な
っ
て
い
る
点
に
あ
る
(
同
、

HY
∞寸〉。

人
間
自
身
が
人
間
の
仲
介
者
に
な
る
の
で
は
な
く
こ

の
疎
遠
な
仲
介
者
(
事
物
〉
を
媒
介
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
7
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
の
人
間
的
活
動
や
諸
関
係
が
そ
れ
ら
か
ら
独
岳



し
た
力
と
し
て
現
わ
れ
る
。

「
本
源
的
関
係
の
こ
の
転
倒
」
(
向
、
H
i

・
∞
叶
)
、
「
疎
外
さ
れ
た
事
物
の
人
間
に
対
す
る
完
全
な
支
配
」

H
Y
呂
田
)
が
現
わ
れ
る
。
「
貨
幣
が
一
切
の
人
間
的
お
よ
び
自
然
的
な
性
質
を
転
倒
さ
せ
ま
た
倒
錯
さ
せ
る
こ
と
:
:
神
的
な
力
|
|
は
、

人
間
の
疎
外
さ
れ
た
類
的
本
質
、
外
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
自
己
を
譲
渡
し
つ
つ
あ
る
類
的
本
質
と
し
て
の
、
貨
幣
の
本
質
の
な
か
に
存
し
て

い
る
。
貨
幣
は
人
類
の
外
化
さ
れ
た
能
力
で
あ
る
」

(向、

(
『
経
・
哲
草
稿
』
、
]
U
L
お
お
む
。

(五j

〔

5
〕
、

こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
諸
把
握
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
国
民
経
済
学
の
批
判
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
る
。

近
代
産
業
の
産
物
た
る
国
民
経
済
学
が
労
働
を
「
唯
一
の
原
理
」
と
し
つ
つ
、
資
本
と
労
働
と
の
「
反
比
例
的
関
係
を
分
析
」
し
た
こ

と
は
偉
大
な
進
歩
で
あ
る
(
『
経
・
哲
草
稿
』
、

]U-HSー
ロ
。
)
。
と
く
に
リ
カ

1
ド
学
派
は
、
労
働
を
富
の
唯
一
の
本
質
と
し
て
い
っ
そ

う
徹
底
的
に
展
開
し
て
地
代
に
と
ど
め
の
一
撃
を
与
え
、
こ
の
学
説
の
帰
結
が
人
間
に
敵
対
的
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
立
証
し
て
い
る

(同、

H
V
L
N
H
H
N
S
。
し
か
し
、
彼
ら
は
私
的
所
有
を
は
じ
め
す
べ
て
の
も
の
を
あ
ら
か
じ
め
前
提
し
て
し
ま
い
、
運
動
の
関
連
を
概

念
的
に
把
握
し
な
い
(
向
、
日
ι-E
∞
日
〉
。
彼
ら
は
「
人
聞
を
承
認
す
る
よ
う
な
外
見
の
も
と
で
、
む
し
ろ
た
だ
人
間
の
否
認
を
徹
底
的

に
遂
行
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
L

(

問、

P
H
N
S
。
彼
ら
は
、
資
本
と
労
働
と
の
結
合
し
た
状
態
を
、
資
本
家
と
労
働
者
と
の
統
一
と
し

て
想
定
す
る
が
、
こ
れ
は
「
天
国
の
よ
う
な
原
始
状
態
」
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
ら
の
契
機
が
二
つ
の
人
格
と
し
て
対
立
的
に

分
裂
す
る
か
を
、
彼
ら
は
一
つ
の
偶
然
的
、
外
面
的
な
こ
と
と
と
ら
え
て
い
る
(
向
、

H
Y
H
g
1
H
g
)
。
彼
ら
の
原
理
は
こ
の
よ
う
に
分

裂
し
て
い
る
が
、
こ
の
分
裂
は
産
業
の
現
実
的
分
裂
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る

(
H
Y
H
N
S
。

な
お
、

『
聖
家
族
』
で
は
、
プ
ル

l
ド
ン
の
経
済
学
批
判
は
従
来
の
経
済
学
の
前
提
に
と
ら
わ
れ
て
お
り
、

「
経
済
学
的
疎
外
の
内
部

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究

2
5

一
三
五



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
見
)

一一二六

で
経
済
学
的
疎
外
を
揚
棄
す
る
し
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
つ
同
平
等
な
占
有
』
と
い
う
観
念
は
:
:
人
間
の
人
間
に
た
い
す
る
社
会

(

5

}

 

的
関
係
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
の
経
済
学
的
な
、
し
た
が
っ
て
な
お
ま
だ
疎
外
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
」
こ
と
、
が
示
さ
れ
て
い
る
(
前
掲
、

ω
・
主
・
訳
、
H
M

・品。)。

ハ
5
)
こ
う
し
た
プ
ル
l
ド
ン
批
判
は
、
「
経
・
哲
草
稿
」
(
「
第
一
二
草
稿
」
〉

ιお
け
る
プ
ル
!
ド
ン
の
評
価
を
よ
り
詳
し
く
展
開
し
、
発
展
さ

せ
た
結
果
と
も
み
な
し
う
る
(
『
一
早
稿
』
吋

L
g
H
E
)
。

〔

6
〕
、

「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
の
揚
棄
と
共
産
主
義
に
つ
い
て
。

「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
私
的
所
有
は
、
同
一
の
関
係
の
二
つ
の

側
面
で
あ
る
か
ら
、

一
方
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
他
方
も
な
く
な
る
。
従
来
ま
で
の
共
産
主
義
は
、
最
初
の
形
態
に
あ
ワ
て
は
、
私
有
財
産
の

均
分
化
を
主
張
し
つ
つ
、
女
性
の
共
有
と
か
才
能
の
無
視
等
の
見
地
を
ふ
く
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

「
私
有
財
産
の
普
遍
化
と
完

成
」
を
主
張
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
一
歩
進
ん
ど
共
産
主
義
も
、
国
家
の
止
揚
と
か
「
人
聞
の
自
己
疎
外
の
止
揚
」
と
い
う
自
覚
を

も
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
私
的
所
有
が
こ
の
疎
外
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
見
抜
き
え
な
い
で
、
そ
の
揚
棄
を
た
ん
に
法
や

政
治
の
改
善
に
求
め
た
り
す
る
不
完
全
さ
を
有
し
て
い
る
。

だ
が
、
私
有
財
産
は
疎
外
さ
れ
た
人
間
的
活
動
の
物
的
表
現
で
あ
り
、
そ
の
運
動
(
生
産
と
消
費
〉
は
人
聞
の
現
実
化
の
運
動
の
感
性

的
表
現
で
あ
っ
て
、
国
家
や
法
律
、
道
徳
等
は
生
産
の
特
殊
な
あ
り
か
た
に
す
ぎ
ず
、
生
産
の
一
般
的
法
則
に
服
す
る
。
し
た
が
っ
て
私

的
所
有
の
積
極
的
止
揚
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
疎
外
の
積
極
的
止
揚
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
人
聞
が
宗
教
、
家
族
、
国
家
等
々
か
ら
そ
の
人
間

的
な
、
す
な
わ
ち
社
会
的
な
現
存
へ
と
還
帰
す
る
こ
と
」
で
あ
る
(
同
、
お
巴
。
こ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
い
う
共
産
主
義
は
、
「
人
間

の
自
己
疎
外
と
し
て
の
私
有
財
産
の
積
極
的
止
揚
と
し
て
の
共
産
主
義
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
人
間
に
よ
る
人
間
の
た
め
の
人
間
的
本
質
の

現
実
的
な
獲
得
と
し
て
の
共
産
主
義
」
で
あ
る
〈
問
、
吋
・

50)
。
こ
の
共
産
主
義
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
人
間
の
本
質
的
諸
力
が
全
面



的
に
展
開
さ
れ
る
。

「
こ
こ
に
は
じ
め
て
人
間
の
自
然
的
な
あ
り
方
が
、
彼
の
人
間
的
な
あ
り
方
と
な
っ
て
お
り
、
自
然
が
彼
に
と
っ
て

人
間
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
(
同
、
同
M
-
H
ω
ω
)

。
な
お
、
以
上
の
立
場
か
、
り
す
れ
ば
、
私
的
所
有
の
思
想
を
止
揚
す
る
に
は
考
え
ら
れ
た

共
産
主
義
で
こ
と
足
り
る
が
、
現
実
の
私
的
所
有
を
廃
止
す
る
た
め
に
は
現
実
の
共
産
主
義
的
行
動
が
不
可
欠
と
な
る
(
問
、

H
Y
H由。。

× 

× 

× 

以
上
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

『
経
・
哲
草
稿
』
は
、
そ
れ
ま
で
の
マ
ル
ク
ス
の
哲
学
的
研
究
の
成
果
た
る
弁
証
法
的
方
法
と
唯
物

論
的
見
地
を
ば
、

「
市
民
社
会
」
の
社
会
経
済
的
研
究
や
共
産
主
義
的
諸
思
想
の
検
討
へ
適
用
し
た
成
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
つ

ら
ぬ
か
れ
て
い
る
「
基
本
線
」
は
、

「
市
民
社
会
」
に
お
け
る
人
聞
の
転
倒
し
た
あ
り
か
た
を
労
働
を
基
本
に
し
て
と
ら
え
つ
つ
、
そ
の

揚
棄
の
必
然
性
と
そ
の
揚
棄
の
担
い
手
(
主
体
)
と
を
明
示
し
、
共
産
主
義
に
よ
る
人
間
の
全
面
的
解
放
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

『
経
・
哲
草
稿
』
は
、

「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
三
つ
の
源
泉
」
を
批
判
的
に
摂
取
し
つ
つ
こ
れ
を
融
合
し
た
と
こ

ろ
の
初
期
「
社
会
主
義
論
」
の
、

(
ま
た
は
そ
う
い
っ
て
よ
け
れ
ば
)
い
わ
ば
「
人
間
解
放
論
」
の
、
多
少
と
も
ま
と
ま
っ
た
核
心
的
論

考
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
こ
の
論
考
に
お
い
て
、
人
間
労
働
の
転
倒
し
た
あ
り
か
た
と
そ
の
揚
棄
の
必
然
性
を
把
握
す
る
さ
い
に
、

「
労
働
疎
外
」
ま
た

は
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
い
う
概
念
が
基
本
的
概
念
と
し
て
駆
使
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
の
視
点
か
ら
右
の
論
考
を
「
整

理
」
し
、
こ
れ
を
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
昨
今
、
マ
ル
ク
ス
の
「
疎
外
論
」
な
る
も
の
が
流
行
し
て
い
る

が
、
マ
ル
ク
ス
自
身
は
彼
の
論
考
に
「
疎
外
論
」
と
か
「
労
働
疎
外
論
」
と
い
う
固
有
の
論
題
を
付
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
ゎ

か
り
き
っ
た
こ
と
だ
が
、
念
の
た
め
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
δ

七



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
(
完
)

一
三
八

第
二
節

初
期
「
労
働
疎
外
」
論
と
『
資
本
論
』
と
の
関
連
に
関
す
る
一
見
解
の
検
討

付

右
の
節
題
で
い
う
一
見
解
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
宇
野
学
派
」
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
塚
本
健
氏
の
見
解
「
物
化
と
自
己
一
疎
外
」

(

『

思

想
』
一
九
六
八
年
八
月
号
所
載
〉
で
あ
る
。

こ
の
見
解
に
は
、
本
稿
と
正
反
対
の
諸
主
張
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
簡
単
に
で
も

検
討
し
て
お
く
こ
と
は
、
あ
る
程
度
問
題
点
を
浮
彫
に
で
き
、
次
節
で
若
干
の
結
論
を
ひ
き
だ
す
た
め
に
有
益
で
あ
ろ
う
。

氏
の
見
解
は
、
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
が
『
資
本
論
』
に
と
っ
て
「
邪
魔
物
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
資
本
論
』

が
成
立
し
た
と
い
う
点
を
そ
の
基
本
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
は
へ

i
ゲ
ル
的
労
働
観
を
耳
服
し
切
っ
て
い
な

か
っ
た
、

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
至
っ
て
か
か
る
弱
点
が
克
服
き
れ
る
よ
う
に
な
る
、
こ
こ
に
至
っ
て
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
は
「
物

化
論
」
に
な
る
が
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
「
物
化
論
的
観
点
」
を
あ
て
は
め
て
「
資
本
と
労
働
と
の
交
換
」
を
説
こ
う
と
し
て
困
難
に
逢
着

し
、
そ
の
過
程
で
剰
余
労
働
と
労
働
力
商
品
と
い
う
概
念
を
生
み
だ
し
て
こ
の
困
難
を
解
決
す
る
、
こ
う
し
て
『
資
本
論
』
が
完
成
す
る

」
と
に
な
る
、
し
か
し
「
労
働
疎
外
論
」
は
、

『
資
本
論
』
に
お
い
て
も
ま
だ
「
物
化
論
」
と
い
う
か
た
ち
で
残
存
す
る
、

「
物
化
論
」

は
「
単
純
流
通
の
説
明
と
し
て
も
誤
り
」
だ
し
、

「
資
本
制
的
生
産
様
式
の
理
論
的
再
構
成
に
と
っ
て
も
」
不
要
で
あ
る
、

l
iあ
ら
ま

し
以
上
の
よ
う
な
主
張
が
こ
の
見
解
の
骨
格
を
な
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

以
下
、
こ
う
し
た
主
張
の
い
く
つ
か
を
引
用
し
な
が
ら
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

ィ
、
ま
ず
、
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
が
「
へ

l
ゲ
ル
的
労
働
観
」
を
う
け
つ
い
で
い
る
点
で
弱
点
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
主
張
を
み
て



み
よ
、
フ
。
「
:
:
:
経
哲
草
稿
で
は
、
労
働
は
労
働
時
間
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
結
局
、
人
間
労
働
は
、
本
来
は
、
肉
体
的
欲

望
か
ら
自
由
で
あ
る
か
の
よ
う
に
と
か
れ
て
い
る
。
労
働
を
労
働
時
間
と
し
て
問
題
に
し
な
い
人
間
学
的
考
察
方
法
の
限
界
が
示
さ
れ
た

と
い
え
よ
う
し

(
前
掲
、
H
U

・∞品〉。

「
マ
ル
ク
ス
は
:
:
:
へ

l
ゲ
ル
の
労
働
観
を
批
評
し
て
い
る
が
『
労
働
を
人
間
の
本
質
と
し
て
、

自

己
を
確
証
し
つ
つ
あ
る
人
間
の
本
質
と
し
て
と
ら
え
る
』

(
城
塚
訳
、
二

0
0
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
点
で
は
へ

l
ゲ
ル
を
う
け
つ
い
で
い
る
。

剰
余
労
働
を
予
想
さ
せ
る
肉
体
的
欲
望
か
ら
白
白
な
労
働
に
よ
っ
て
、
人
間
の
自
由
、
人
聞
の
類
的
性
質
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
点
は
、

へ
l
ゲ
ル
と
ち
が
、
7
マ
ル
ク
ス
の
特
色
で
あ
り
、

人
聞
に
か
ん
す
る
適
確
な
着
眼
点
で
あ
っ
た
が
こ
こ
で
は
十
分
に
展
開
さ
れ
な
か
っ

た

し
た
が
っ
て
、

マ
ル
グ
ス
の
自
己
疎
外
の
規
定
は
へ

l
ゲ
ル
の
労
働
観
の
延
長
上
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
」
(
同
、

H
V
-
E
-∞印〉。

「
労
働
疎
外
論
は
も
と
も
と
そ
の
根
底
に
人
間
の
本
質
は
労
働
で
あ
る
と
い
う
へ

l
ゲ
ル
的
労
働
観
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
、

-
:
必
要
労
働
・
剰
余
労
働
と
い
う
概
念
じ
し
ん
に
よ
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
基
礎
と
す
る
労
働
観
を
否
定
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。
剰
余

労
働
と
い
う
概
念
は
、
労
働
疎
外
論
に
と
っ
て
、
い
わ
ば
鬼
子
ど
っ
た
の
で
あ
る
」

(向、

MV-E)
。

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
氏
に
よ
れ
ば
、
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
の
労
働
観
は
、

「
人
間
の
本
質
は
労
働
で
あ
る
と
い
う
へ

l
ゲ
ル
的
労
働

観
」
の
「
延
長
線
上
」
に
あ
り
、

「
労
働
を
労
働
時
間
と
し
て
問
題
に
し
な
い
人
間
学
的
考
察
方
法
の
限
界
」
を
も
つ
も
の
と
特
色
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
第
一
に
、

「
人
間
の
本
質
は
労
働
で
あ
る
」
と
い
う
把
握
自
体
は
、

へ
l
ゲ
ル
に
お
け
る
労
働
の
弁
証
法
的
な
つ
か
み
か
た
と

と
も
に
『
資
本
論
』
へ
一
貫
し
て
う
け
つ
が
れ
て
い
る
観
点
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
『
資
本
論
』
の
い
く
つ
か
の
叙
述
に
明
示
さ
れ
て

い
る
と
お
り
で
あ
る
。

一
方
で
か
か
る
積
極
的
側
面
を
う
け
つ
ぎ
つ
つ
、
他
方
で
つ
へ

1
ゲ
ル
的
労
働
観
」
の
一
面
性
と
観
念
性
と
を
根

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
つ
労
働
疎
外
」
の
考
究

2
3

一
三
九



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究

2
3

一回。

本
的
に
批
判
し
た
と
こ
ろ
に
、
当
時
の
マ
ル
ク
ス
の
「
労
働
観
」
が
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
研

究
で
証
明
さ
れ
て
い
る
し
、
本
稿
第
一
章
で
も
指
摘
し
て
あ
る
の
で
、

『
経
・
哲
草
稿
』
か
ら
つ
ぎ
の
叙
述
を
引
用
し
て
お
く
だ
け
で
よ

い
で
あ
ろ
う
。

「へ

l
ゲ
ル
は
近
代
国
民
経
済
学
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
:
・
:
彼
は
労
働
の
肯
定
的
な
側
面
を
見
な
い
:
:
:
へ

I
ゲ
ル
が

そ
れ
だ
け
を
知
り
承
認
し
て
い
る
労
働
と
い
う
も
の
は
、
抽
象
的
に
精
神
的
な
労
働
で
あ
る
」

(
前
掲
訳
、

H
Y
S
I
N
G
-
)
。

第
二
に
、

「
人
間
の
本
質
は
労
働
で
あ
る
」
と
い
う
労
働
観
の
た
め
に
「
労
働
を
労
働
時
間
と
し
て
問
題
に
し
な
い
」
弱
点
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
が
、
人
間
の
本
質
を
労
働
と
と
ら
え
る
と
な
ぜ
時
間
的
側
面
の
考
奈
が
欠
如
し
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
(
論
証
が
な
い
の

で
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
〉
。
当
時
の
マ
ル
ク
ス
の
「
労
働
観
」
は
、
こ
の
側
面
の
考
察
を
一
概
に
拒
否
す
る
性
質
の
も
の
だ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
現
に
『
経
・
哲
草
稿
』
を
み
れ
ば
、
古
典
派
経
済
学
者
の
言
葉
を
借
り
な
が
ら
一
昔
と
今
日
と
の
通
常
の
労
働

仲
間
附
と
い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
以
し
て
、
機
械
の
充
用
に
よ
る
労
働
時
間
の
延
長
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
し
、
「
資

本
家
に
と
っ
て
労
賃
の
上
昇
〔
に
よ
る
損
害
〕
は
、
労
働
時
間
の
量
の
縮
減
に
よ
っ
て
お
ざ
な
わ
れ
て
あ
ま
り
あ
る
と
い
っ
こ
訂
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
右
の
『
草
稿
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
「
ジ
ェ

i
ム
ズ
・
ミ
ル
に
関
す
る
ノ
ー
ト
し
で
は
、
欲
求
の
限
度
で
の
生

(
8〉

産
と
そ
れ
を
こ
え
る
剰
余
生
産
と
の
区
分
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
『
草
稿
』
と
周
年
に
書
か
れ
た
『
聖
家
族
』
で
は
、
生
産

物
の
「
生
産
に
費
や
さ
れ
る
弥
骨
骨
恥
が
そ
の
も
の
の
骨
骨
骨
の
う
ち
に
入
る
こ
と
」
、

「
直
接
に
物
質
的
生
産
に
つ
い
て
い
え
ば
、
あ

る
も
の
を
生
産
す
べ
き
か
い
な
か
の
決
定
は
;
:
・
実
質
的
に
は
そ
の
生
産
に
費
や
さ
れ
る
労
働
時
間
に
か
か
る
」
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い

(
9〉
る。

(

6

)

 

(

7

)

 

『
経
・
哲
草
稿
』

同、

H
Y
N品輔

(
前
掲
訳
)
、

M
Y
N
D
l
g



(

8

)

 

(

9

)

 

『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
ノ

l
ト
』
(
前
掲
訳
)
H
M
-
H
H
H
H
H
M
-

『
聖
家
族
』
ハ
冨
・
悶
・
4
『
尽
宮
-Nwω
・2
i
m
N
)
。

(斗

口
、
つ
ぎ
に
、

『
資
本
論
』
に
お
け
る
物
化
論
は
「
労
働
疎
外
」
論
か
ら
派
去
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
不
要
な
も
の
だ
と
い
う
主
張
に

つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

「
労
働
疎
外
論
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
し
て
、
物
化
論
が
登
場
す
る
G

物
化
論
は
、
労
働
疎
外
の
考
え
に
源
を
発
し
、
り
て
れ
を
、
羊
純
流

通
に
あ
て
は
め
た
も
の
で
あ
ろ
Q

だ
か
ら
、
そ
こ
で
把
握
さ
れ
る
『
物
化
さ
れ
た
関
係
』
は
、
流
通
関
係
と
し
て
は
労
働
、
生
産
と
は
関

速
を
も
た
な
い
が
、
物
化
さ
れ
る
前
の
状
態
で
は
労
働
と
労
働
の
関
係
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
労
働
が
対
象
化
さ
れ
て
生
産
物

に
な
る
と
い
う
労
働
疎
外
の
第
一
規
定
が
根
本
に
な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
、
労
働
と
労
働
の
関
係
の
貨
幣
を
軸
と
す
る
労
働
生
産
物
と
労
働

生
産
物
の
関
係
へ
の
転
化
が
と
か
れ
、
こ
の
転
化
が
物
化
と
よ
ば
れ
る
」

(
前
掲
、
H
M

・∞叩|∞由)。

一
物
化
論
の
特
徴
は
、
商
品
の
物
神
性
の
強
調
に
あ
り
、
そ
れ
は
た
ん
に
労
働
疎
外
を
労
資
関
係
で
、
生
産
手
段
と
し
て
の
労
働
生
産

物
の
疎
外
と
し
て
と
ら
え
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
商
品
の
譲
渡
・
取
得
を
労
働
の
譲
渡
・
取
得
と
し
て
把
握
し
、
商
品
交

換
関
係
は
労
働
と
労
働
の
関
係
の
物
的
表
現
で
あ
り
、
前
者
は
物
と
物
と
の
関
係
で
後
者
は
人
と
人
の
関
係
で
あ
る
と
み
る
。
こ
の
よ
う

な
単
純
流
通
の
理
解
は
、
す
で
に
労
働
疎
外
論
に
よ
る
労
資
関
係
の
説
明
が
労
働
力
商
品
の
規
定
に
も
と
づ
く
科
学
的
説
明
に
と
っ
て
代

ら
れ
た
あ
と
で
は
、

労
資
関
係
説
明
の
手
段
と
し
て
も
無
意
味
で
あ
り
、

単
純
流
通
の
説
明
そ
の
も
の
と
し
て
も
ま
ち
が
っ
て
い
る
。

『
荷
品
形
態
の
神
秘
に
み
ち
た
も
の
は
、
単
純
に
つ
ぎ
の
こ
と
す
な
わ
ち
商
品
形
態
は
・
:
・
総
労
働
に
た
い
す
る
生
産
者
の
社
会
的
関
係

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
否

四
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四

を、

か
れ
ら
の
外
に
あ
る
対
象
の
社
会
的
関
係
と
し
て
反
映
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
』

(
富
田
吋
凶

K-w
ロ
白
由
民
昌
広
同
「
切
仏

-
T
U
H
O
G

〈
司
己
目
開
祖

ω
・
3
・
:
j
)

と
い
う
規
定
は
、
資
本
主
義
生
産
様
式
の
理
論
的
再
構
成
に
と
り
不
可
欠
の
規
定
と
は
忠
わ
れ
な
い
」
(
前
掲
、
H
V

・

由
い
山
)
。

第
一
に
、

「
物
化
論
は
、
労
働
球
外
の
考
え
に
源
を
発
し
、
そ
れ
を
単
純
流
通
に
あ
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
L

と
い
う
主
張
は
、

一寸

物

化
論
」
(
生
産
関
係
の
物
化
に
関
す
る
考
察
)
の
極
端
な
緑
風
小
化
で
し
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
『
資
本
論
』
第
三
部
の
最
終
篇
「
収
入
と
そ
の

源
泉
」
で
も
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
問
題
の
考
察
は
『
資
本
論
』
全
巻
を
と
お
し
て
展
開
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

」
の
表
現
は
、

指
ニ
に
、
右
の
引
用
文
で
、
「
労
働
が
対
象
化
さ
れ
て
生
産
物
に
な
る
と
い
う
労
働
疎
外
の
第
一
規
定
」
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
が
、

労
働
の
対
象
化
と
こ
の
対
象
の
獲
得
が
イ
コ
ー
ル
労
働
疎
外
だ
と
い
う
理
解
を
示
す
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

だ

が
、
か
か
る
理
解
は
超
歴
史
的
な
理
解
で
あ
り
、

マ
ル
グ
ス
の
そ
れ
と
は
事
実
上
ま
っ
た
く
あ
い
い
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と

lま

『
経
・
哲
草
稿
』
に
お
け
る
つ
ぎ
の
叙
述
を
み
る
だ
け
で
も
明
白
で
あ
る
。

つ
労
働
の
実
現
は
労
働
の
対
象
化
で
あ
る
。
国
民
経
済
学
的
状
態
の
な
か
で
は
、
労
働
の
こ
の
実
現
が
労
働
者
の
現
実
性
剥
奪
と
し
て

現
わ
れ
、
対
象
化
が
対
象
の
喪
失
お
よ
び
対
象
へ
の
隷
属
と
し
て
、
〔
対
象
の
〕
獲
得
が
疎
外
と
し
て
、
外
化
と
し
て
現
わ
れ
る
」
(
前
掲
、

吋
・
∞
一
九
)
。

第
三
に
、

「
物
化
論
」
は
、

「
商
品
交
換
関
係
は
労
働
と
労
働
の
関
係
の
物
的
表
現
で
あ
り
、
前
者
は
物
と
物
の
関
係
で
後
者
は
人
と

人
と
の
関
係
で
あ
る
と
み
る
し
と
い
う
主
張
も
間
違
い
で
あ
る
。

マ
ル
グ
ス
は
、
商
品
交
換
関
係
は
物
の
関
係
で
労
働
の
関
係
は
人
の
閣
係
だ
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
ど
こ
に
も
い
っ
て
い
な
い
。
商
品

交
換
を
単
な
る
物
の
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
の
は
生
産
当
事
者
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
学
者
で
あ
る
。
商
品
交
換
を
ば
、
物
的
形
態
と
そ
の



諸
関
係
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
特
定
の
社
会
的
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
、
労
働
に
お
け
る
人
間
の
特
殊
な
社
会
的
関
係
が
物
的

形
態
と
し
て
自
立
化
し
、
こ
の
物
的
形
態
の
運
動
に
よ
っ
て
人
間
の
関
係
が
支
配
さ
れ
、
発
展
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
、
こ
の
必
然
的
諸
関
連

を
解
明
す
る
点
に
こ
そ
、

「
物
化
」
論
な
い
し
「
物
神
性
」
論
ー
ー
ー
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
マ
ル
ク
ス
経
済
学
|
|
の
眼
目
が
あ
る
の
で

あ
る
。
ぜ
っ
か
く
「
商
品
交
換
は
労
働
と
労
働
の
関
係
の
物
的
表
現
」
だ
と
い
っ
た
あ
と
で
、
改
め
て
「
前
者
(
商
品
交
換
)
は
物
と
物

の
関
係
で
後
者
(
労
働
と
労
働
の
関
係
)
は
人
と
人
の
関
係
で
あ
る
」

(
括
孤
内
は
引
用
者
)
と
区
別
し
て
い
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
、

物

化
」
と
か
「
物
神
性
」
に
関
す
る
無
理
解
が
う
か
が
わ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
し
て
や
(
第
四
に
)
、

「
物
神
性
」
に
関
す
る
基
本
的
説
明
を
誤
り
と
し
、
そ
れ
を
「
資
本
主
義
生
産
の
理
論
的
再
構
成
に
と
り
不

可
欠
の
規
定
と
は
思
わ
れ
な
い
」
と
|
l
l
論
証
も
ぬ
き
で
ー
ー
ー
独
断
的
に
主
張
す
る
に
至
っ
て
は
も
は
や
論
外
で
あ
る
。
え
て
し
て
、
こ

う
し
た
た
ぐ
い
の
見
解
を
主
張
す
る
人
た
ち
に
限
っ
て
、
経
済
的
諸
範
騎
の
論
理
的
関
連
を
生
き
た
人
間
の
生
産
関
係
お
よ
び
そ
の
発
展

法
則
か
ら
き
り
は
な
し
、
た
だ
単
に
論
理
の
つ
じ
つ
ま
あ
わ
せ
に
熱
中
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

(三つ

ハ
、
つ
ぎ
に
、

「
労
働
疎
外
論
と
は
、
そ
の
人
間
学
的
意
味
づ
け
を
は
な
れ
て
い
え
ば
、
労
働
を
譲
渡
す
る
、
売
る
と
い
う
事
態
は
、

経
済
学
の
概
念
で
ど
の
よ
う
に
科
学
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
論
じ
る
議
論
で
あ
っ
た
」
(
可
-
U
H
)

、
「
資
本
論
全
コ
一
巻
を
貫
ぬ

く
基
本
概
念
と
し
て
は
、
労
働
疎
外
の
規
定
は
労
働
力
商
品
の
規
定
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
:
・
:
」

(
H
Y
U
N
)

と
い
う
主
張
を
と
り
あ
げ

て
み
よ
、
っ
。

「
労
働
疎
外
」
論
は
「
人
間
学
的
意
味
づ
け
を
は
な
れ
て
い
え
ば
」
、
労
働
の
販
売
に
関
す
る
論
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
理
論
的
に

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
(
完
)

一
四
三



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
(
完
)

一
四
四

な
ぜ
そ
う
い
い
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
の
箇
所
で
、
本
来
商
品
の
譲
渡
を
意
味
し
た
と
-
o
s
t
o
p
が
独
訳
さ
れ
て
自
己
疎
外
を
も
意
味

す
る
開
己
同
円
。
B
n
E
p
m円
一
に
な
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
訳
語
上
の
指
摘
は
な
ん
ら
理
論
的
根
拠
を
な
す
も
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
他
方
、

「
人
間
学
的
意
味
づ
け
」
と
い
う
表
現
も
す
こ
ぶ
る
暖
昧
な
表
現
で
あ
る
(
い
わ
ゆ
る
「
人
間
な
る
も
の
」
の
考
察
を

批
判
し
た
の
は
マ
ル
ク
ス
で
あ
る
)
。

す
で
に
く
わ
し
く
論
証
し
た
よ
う
に
、

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

ー

ト

ブ

ル

ジ

ョ

ア

「
労
働
疎
外
」
論
の
特
質
は
、
労
働
主
体
と
い
う
視
点
か
ら
「
市
民
社
会
」
に
お
け
る
労
働
の

転
倒
し
た
あ
り
か
た
と
彼
ら
に
よ
る
そ
の
揚
棄
の
必
然
性
を
究
明
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
問
題
は
、
こ
の
究
明
が
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ

ら
れ
て
い
る
か
に
存
す
る
。
労
働
力
商
品
の
性
格
を
と
ら
え
、
剰
余
価
値
発
生
の
秘
密
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
右
の
究
明
を
科
学
に
す
る

う
え
で
決
定
的
要
点
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
部
分
だ
け
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
あ
り
か
た
と
彼
に
よ
る
ブ

ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
揚
棄
の
必
然
性
を
究
明
す
る
部
分
だ
と
は
い
え
な
い
。

「
資
本
論
全
三
巻
を
貫
ぬ
く
基
本
概
念
と
し
て
は
、

も
、
さ
き
の
文
章
と
の
つ
な
が
り
で
み
れ
ば
、

労
働
疎
外
の
規
定
は
労
働
力
商
品
の
規
定
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
」
と
い
う
の

「
労
働
疎
外
」
を
「
労
働
の
譲
渡
」

(
売
り
)
と
い
う
意
味
に
一
方
的
に
限
定
す
る
こ
と

を
前
提
に
し
た
主
張
で
あ
る
。
だ
が
、
か
か
る
限
定
が
マ
ル
ク
ス
の
「
労
働
疎
外
」
把
握
と
ま
っ
た
く
別
箇
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
明

瞭
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
は
、
労
働
力
商
品
と
い
う
概
念
を
発
見
し
た
の
ち
に
、
賃
労
働
が
疎
外
さ
れ
た
労
働
で
あ

り
、
疎
外
の
現
実
的
行
為
は
資
本
の
生
産
過
程
、
搾
取
過
程
だ
と
い
う
こ
と
、
労
働
力
の
売
買
は
右
の
過
程
の
基
本
的
前
提
を
な
す
と
い

う
こ
と
、
を
明
示
し
て
い
る
。
な
お
、

「
資
本
論
全
三
巻
を
貫
ぬ
く
基
本
概
念
」
を
労
働
力
商
品
と
し
て
し
か
示
し
え
ぬ
粗
雑
さ
に
は
、

「
資
本
、
賃
労
働
、
剰
余
価
値
等
々
の
概
念
は
そ
う
で
は
な
い
の
か
?
」
と
い
う
聞
を
対
置
し
て
お
け
ば
よ
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
「
労

働
疎
外
」
論
を
こ
の
論
者
の
ご
と
く
規
定
す
る
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
の
「
労
働
疎
外
」
把
握
を
、

一
方
で
そ
の
基
本
的
側
面
(
資
本
の
生



産
過
程
)
を
欠
落
さ
せ
た
つ
流
通
主
義
的
」
規
定
に
わ
い
曲
し
、
他
方
で
「
人
間
学
的
意
味
づ
け
」
と
い
う
暖
昧
き
わ
ま
る
超
階
級
的
規

定
に
し
て
し
ま
う
こ
と
で
し
か
な
い
。

(阻)

一一、
「
一
八
五
七
年
『
要
綱
』
と
一
八
五
九
年
『
批
判
』
の
あ
い
だ
に
は
、

マ
ル
グ
ス
の
経
済
学
の
方
法
に
つ
い
て
、
決
定
的
な
転
換
、

つ
ま
り
哲
学
的
方
法
の
清
算
と
経
済
学
の
経
験
科
学
と
し
て
の
確
立
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
:
:
:
(
『
資
本
論
』
|
|
引
用
者
)
そ
の
な

か
で
は
、
労
働
疎
外
と
い
う
概
念
は
、
論
理
的
展
開
の
な
か
で
不
可
欠
な
一
環
と
し
て
の
位
置
を
み
い
だ
せ
ず
、
む
し
ろ
論
理
的
展
開
に

と
り
不
明
確
な
点
を
残
存
さ
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
人
間
疎
外
と
い
う
当
初
の
哲
学
的
概
念
が
:
:
:
労
働
力
商
品
と
い
う
概
念
で
把
握

し
な
お
さ
れ
た
と
き
、
労
働
疎
外
の
規
定
は
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
移
行
を
媒
介
す
る
と
い
う
そ
の
役
割
を
了
え
る
:
・
。
以
上
の
よ
う

に
、
経
済
学
哲
学
草
稿
、
経
済
学
批
判
要
綱
、
資
本
論
の
あ
い
だ
に
は
、
人
間
疎
外
と
い
う
問
題
意
識
は
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
を
科
学
的
に
把
握
す
る
と
い
う
試
み
の
上
で
は
川
労
働
疎
外
と
い
う
概
念
の
設
定
、
川
経
済
学
の
体
系
的
展
開
の
な
か
で
の
労
働
疎
外

の
再
検
討
、
剰
余
労
働
と
い
う
概
念
の
導
入
、
同
労
働
力
、
価
値
形
態
と
い
う
概
念
の
導
入
と
労
働
疎
外
論
か
ら
の
脱
皮
、
経
験
科
学
的

方
法
に
よ
る
資
本
主
義
生
産
様
式
の
理
論
的
再
構
成
と
い
う
三
つ
の
段
階
が
認
め
ら
れ
る
」

(
同
、
]
ア
∞
む
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
。

第
一
に
、
い
わ
ゆ
る
哲
学
的
方
法
の
清
算
は
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
で
行
な
わ
れ
、
こ
こ
で
確
立
さ
れ
た
史
的
唯
物
論
的
方
法

が
経
済
学
の
「
導
き
の
糸
」

(
基
本
的
方
法
)
に
な
っ
た
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
。

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
と
『
経
済
学

批
判
』
と
の
あ
い
だ
で
「
方
法
上
の
決
定
的
な
転
換
」
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
ま
こ
と
に
珍
奇
な
発
見
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
引
用
文

の
後
半
で
は
、
経
済
学
上
の
「
発
展
」
の
三
段
階
に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
と
前
半
の
叙
述
内
容
と
を
照
応
す
る
も
の
と

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
冗
〉

一
四
五



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
否

一
四
六

し
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
第
一
段
階
『
経
・
哲
草
稿
』
に
対
し
て
、
第
二
段
階
『
要
綱
』
、
第
三
段
階
円
批
判
』
お
よ
び
円
資
本
論
』
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
第
三
段
階
で
「
労
働
力
概
念
の
導
入
と
労
働
疎
外
論
か
ら
の
脱
皮
」
が
行
な
わ
れ
、
「
経
済
学
の
方
法
上
の
決
定
的

転
換
」
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
事
実
を
否
定
し
た
驚
く
べ
き
暴
論
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
『
要

綱
』
に
お
い
て
こ
そ
、
労
働
の
二
耐
性
が
発
見
さ
れ
、
労
働
力
と
労
働
と
の
区
分
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ろ
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

こ
の
事
実
は
、
氏
自
身
が
他
の
箇
所
で
「
『
要
綱
』
で
は
、
労
働
力
能
概
念
、
剰
余
労
働
概
念
の
導
入
に
よ
り
(
「
困
難
」
が

l
l引
用
者
〉

解
決
さ
れ
、
自
己
疎
外
は
基
本
的
に
は
科
学
的
に
解
明
さ
れ
た
」

(
同
、
吋

-sw
傍
点
は
引
用
者
〉

と
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る

『
要
綱
』
が
「
自
己
疎
外
」
を
「
基
本
的
に
は
科
学
的
に
解
明
」
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
う
え
に
一
体
ど
う
い
う
「
方
法
上
の

決
定
的
転
換
」
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
ニ
に
、
氏
の
見
解
に
お
い
て
は
、

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
の
単
純
流
通
に
基
づ
く
「
資
本
と
労
働
の
交
換
」
に
関
す
る
分
析
は
「
疎

外
論
」
的
欠
陥
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
、
労
働
力
概
念
の
発
見
も
こ
の
欠
陥
か
ら
生
じ
た
「
ゆ
き
づ
ま
り
と
そ
の
打
開
の
試
み
」

(
H
U
-
U
由
〉

と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

円
資
本
論
』
の
形
成
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
論
の
意
義
は
、
も
っ
ぱ
ら
消
極
的
で
媒
介
的
な
意
義

l
i
l
「
説
明
の
ゆ
き
づ
ま
り
」
を
も
た
ら
し
、

「
打
開
の
努
力
」
を
強
い
る
限
り
で
の
媒
介
的
意
義
l
l
Aし
か
も
ち
え
ぬ
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
か
か
る
と
ら
え
か
た
は
、
既
述
し
て
き
た
「
労
働
疎
外
」
論
の
誤
っ
た
把
握
か
ら
く
る
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。

「
労
働
疎
外
」
論

と
い
え
ば
も
っ
ぱ
ら
初
期
『
経
・
哲
草
稿
』
の
そ
れ
と
し
て
と
ら
え
、
か
っ
そ
れ
を
否
定
面
で
特
徴
づ
け
、
の
ち
の
「
労
働
疎
外
」
に
関

す
る
論
述
は
そ
の
発
展
で
な
く
残
存
と
み
な
す
と
い
う
の
で
は
、
全
体
を
貫
ぬ
く
積
極
的
側
面
の
発
展
と
深
化
、
総
じ
て
マ
ル
ク
ス
経
済

学
の
弁
証
法
的
発
展
過
程
は
決
し
て
正
し
く
つ
か
み
え
な
い
。

な
お
他
の
箇
所
で
は
あ
る
が
、
労
働
力
概
会
が
発
見
さ
れ
、

「
労
働
疎
外
論
」
が
克
服
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
労
働
疎
外
」
概
念
は



ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
主
旨
の
見
解
ハ

p
s
l
S
)
が
み
ら
れ
る
の
で
、

こ
れ
に
も
二
一
言
つ
け
く
わ
え
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

「
労
働
疎
外
」
概
念
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の
概
念
が
不
適
切
だ
と
か
誤
っ
て
い
る
こ
と
を
論
拠
づ
け
は
し
な

ぃ
。
ま
た
、
こ
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
と
、
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
労
働
主
体
の
転
倒
し

た
あ
り
か
た
と
そ
の
止
揚
の
必
然
性
に
関
す
る
把
握
が
『
資
本
論
』
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
と
の
あ
い
だ
に
は

区
別
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
初
期
「
労
働
疎
外
論
」
と
円
資
本
論
』
と
の
関
連
が
関
わ
れ
る
さ
い
に
は
、
当
然
あ
と
の
問
題
の
考

察
が
主
要
な
内
容
に
な
る
の
で
あ
る
。
論
理
展
開
の
な
か
で
こ
の
概
念
が
必
要
か
ど
う
か
な
ど
と
い
う
問
題
の
た
て
か
た
自
身
の
な
か
に

も
、
す
で
に
こ
う
し
た
点
へ
の
無
理
解
が
う
か
が
わ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

第
三
節

「
労
働
疎
外
」
論
と
『
資
本
論
』
と
の
関
連
に
関
す
る
若
干
の
結
論

トi

こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
考
察
か
ら
、
初
期
一
労
働
疎
外
」
論
と
『
資
本
論
E

(
そ
の
諸
草
稿
を
も
ふ
く
む
)
と
の
関
連
に
つ
い
て
、

つ

ぎ
の
よ
う
な
若
干
の
結
論
を
ひ
き
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

円一〕、

初
期
「
労
働
疎
外
」
論
で
は
、

「
市
民
社
会
」
に
お
け
る
人
間
労
働
の
転
倒
し
た
あ
り
か
た
と
そ
の
揚
棄
の
必
然
性
が
労
働

主
体
の
(
事
実
上
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
)
の
立
場
か
ら
さ
き
に
み
た
よ
う
な
か
た
ち
で
究
明
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、

円
資
本
論
』
の
最

終
日
的
が
、
近
代
社
会
の
経
済
的
運
動
法
則
を
解
明
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
世
界
史
的
地
位
と
役
割
を
明
示
し
、
共
産
主
義
運
動
と

共
産
党
の
理
論
的
土
台
を
与
え
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
己

一
四
七



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
否

一
四
八

っ
、
ぎ
の
よ
う
な
共
通
の
意
図
ま
た
は
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

わ
ち
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
体
制
の
根
源
を
資
本
日
賃
労
働
関
係
に
求
め
、
そ
の
も
と
で
の
労
働
主
体
の
あ
り
か
た
と
彼
ら
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア

そ
れ
ゆ
え
、
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
と
『
資
本
論
』
の
双
方
に
は
、

体
制
を
揚
棄
し
共
産
主
義
を
実
現
す
る
真
の
「
主
体
」
、

担
い
手
だ
と
い
う
心
然
性
を
明
示
し
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と
全
人
類
の
全
面

的
解
放
の
た
め
の
理
論
的
根
拠
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
意
図
な
い
し
姿
勢
が
こ
れ
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
理
論
的
研

究
は
自
己
目
的
や
個
人
的
利
害
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
以
上
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

一
貫
し

て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
に
つ
ら
ぬ
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
視
点
か
、
り
す
れ
ば
、
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
と
呼
ば
れ
て
き
た
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
の
内
容
な
り
性
格
は
、
む
し
ろ
初

期
に
お
け
る
「
人
間
解
放
論
」
ま
た
は
「
社
会
主
義
論
」
の
核
心
的
部
分
と
特
徴
づ
け
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

逆
の
い
い
か
た
を
す

れ
ば
、
は
じ
め
て
「
人
間
解
放
論
」
な
り
「
社
会
主
義
論
」
が
経
済
的
研
究
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
よ
う
と
し
た
さ
い
に
、

て

こ

外
」
概
念
が
「
損
粁
」
と
し
て
駆
使
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
の
視
点
か
ら
当
時
の
諸
論
考
を
(
わ
れ
わ
れ
が
)
そ
う
名
づ
け
て

「
労
働
疎

い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
ま
た
、
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
と
『
資
本
論
』
と
の
関
連
を
考
察
す
る
ば
あ
い
に
は
、

「
市
民
社
会
」
に
お
け
る
プ
ロ
レ

タ
リ
ア

l
ト
の
あ
り
か
た
と
彼
ら
に
よ
る
そ
の
揚
棄
、
お
よ
び
彼
ら
に
よ
る
共
産
主
義
の
実
現
、
全
人
類
の
全
面
的
解
放
と
い
う
観
点
を

絶
対
に
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

(ゴ

円

ニ

〕

、

初
期
「
労
働
疎
外
」
論
が
、

「
初
期
」
に
特
有
の
多
く
の
未
熟
さ
を
ふ
く
ん
で
い
た
の
は
当
然
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
入
四



四
年
当
時
、
経
済
学
の
研
究
は
着
手
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
経
済
史
の
知
識
も
き
わ
め
て
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
て
、
生
産
が
全
社
会

生
活
の
土
台
を
な
し
て
い
る
と
い
う
認
識
は
え
ら
れ
て
い
た
が
、
生
産
力
と
生
産
関
係
と
い
う
概
念
も
そ
れ
ら
の
運
動
の
必
然
的
関
連
も

発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
制
約
が
、
当
時
の
「
労
働
疎
外
」
論
に
お
け
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
未
熟
さ
と
し
て
表
現
さ

れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

〔イ〕、

人
間
や
労
働
を
把
握
す
る
さ
い
に
、
ま
だ
抽
象
的
で
不
正
確
な
と
ら
え
か
た
を
残
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
フ
ォ
イ

エ
ル
バ
ッ
ハ
の
水
準
を
越
え
て
い
た
と
は
い
え
、
人
間
の
本
質
を
「
類
的
存
在
」
、

「
類
的
活
動
」
と
規
定
し
つ
つ
、
主
と
し
て
こ
の
本

質
が
私
的
所
有
の
も
と
で
い
か
に
疎
外
さ
れ
る
か
と
い
う
点
か
ら
経
済
学
の
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
間
の
労
働
自
体
と

時
一
作
ト
か
か
人
間
の
労
働
と
が
、
同
じ
「
労
働
」
と
い
う
概
念
で
示
さ
れ
て
い
匂
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
労
働
の
二
面
的
性
格
も
発
見
さ
れ

て
い
な
い
。

私
的
所
有
、
交
換
の
発
生
お
よ
び
そ
れ
ら
と
分
業
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
研
究
が
不
十
分
で
あ
り
)
こ
の
点
に
関
す
る
古
典

派
経
済
学
者
た
ち
の
把
握
が
十
分
に
克
服
さ
れ
て
い

h
w
(む
し
ろ
、
こ
の
問
題
の
考
察
は
今
後
の
題
課
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
υ
。

〔ロ〕、

〔
ハ
〕
、

「
私
的
所
有
」
と
い
う
概
念
が
使
わ
れ
る
場
合
、
本
来
的
私
的
所
有
と
資
本
制
的
私
的
所
有
と
の
区
分
が
明
確
に
さ
れ
て
い

な
い
。
他
方
、

「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
の
概
念
は
、
単
純
な
商
品
を
つ
く
る
労
働
と
い
う
意
味
に
も
、
賃
労
働
と
い
う
意
味
に
も
と
れ
る

ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

概
念
か
ら
出
発
し
て
、
貨
幣
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
諸
範
瞬
を
展
開
し
う
る
と
い
う
把
握
(
「
方
法
」
)
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
私
的
所
有
」
と
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
い
う
概
念
が
い
わ
ば
「
基
本
概
念
」
と
さ
れ
、
こ
の
両

「
私
的
所
有
」
と
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
を
揚
棄
す
る
物
質
的
諸
条
件
(
労
働
の
社
会
化
)
の
成
長
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ

れ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
共
産
主
義
社
会
に
つ
い
て
も
、
そ
の
経
済
的
構
造
の
諸

〔一一〕、
資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究

2
5

四
九



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
否

一五
O

特
質
の
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
、
総
じ
て
い
え
ば
、

「
初
期
」
の
未
熟
さ
は
、
資
本
の
客
観
的
運
動
の
分
析
が
基
本
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

「
労
働
疎
外
」
の
必
然

性
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
諸
関
係
の
経
済
学
的
分
析
の
結
果
と
し
て
論
証
し
さ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
(
と
は
い
え
、
こ
れ

ら
の
未
熟
さ
は
、
積
極
的
諸
側
面
と
表
裏
一
体
を
な
す
も
の
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
り
、
よ
り
発
展
し
た
把
握
や
新
た
な
発
見
へ
の
思

考
の
「
発
酵
」
、

「
苦
闘
」
の
内
的
過
程
と
し
て
、
全
体
的
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
な
い
で
、
単
に
『
資
本
論
』
と
比
較
し
て

そ
の
未
熟
さ
を
摘
出
す
る
だ
け
に
終
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
無
意
味
な
結
果
論
で
し
か
な
い
)
。

初
期
「
労
働
疎
外
」
論
で
は
、
諸
個
人
が
労
働
す
る
主
体
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
い
わ
ば
か
か
る
個
々
の
人
間
の
あ
り
方
が
主
要
な
観

点
に
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
『
資
本
論
』
で
は
、
個
々
人
は
経
済
的
範
曙
の
人
格
化
と
し
て
の
み
扱
わ
れ
、
人
聞
か
ら
自
立
し
た
資

本
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
の
主
体
と
し
て
把
握
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
客
観
的
運
動
法
則
が
究
明
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
「
労
働
疎
外
」
概

念
を
て
こ
に
し
て
古
典
派
経
済
学
を
批
判
的
に
研
究
す
る
な
か
で
、
「
市
民
社
会
」
に
お
け
る
人
間
労
働
の
転
倒
し
た
あ
り
方
と
そ
の
揚

棄
を
ほ
ぼ
正
確
に
「
素
描
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
「
社
会
主
義
論
」
を
基
礎
づ
け
展
開
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
前
者

は
そ
の
点
で
『
資
本
論
』
の
課
題
と
任
務
を
は
じ
め
て
浮
彫
り
に
し
、
そ
の
「
ス
タ
ー
ト
台
」
を
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後

者
は
、
前
者
の
未
熟
さ
を
完
全
に
克
服
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
世
界
史
的
地
位
と
役
割
と
を
科
学
的
に
論
証
し
た
成
果
!
l
l科
学
的

社
会
主
義
の
主
要
内
容
を
な
す
も
の
i
l
l
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(
叩
)
本
稿
第
一
章
(
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
五
巻
第
二
号
、
戸
時
1
N
S
参
照
。

(
日
)
『
経
・
折
口
草
稿
』
(
前
掲
、
岩
波
文
庫
版
)
、
司
・
∞
ア
ロ

c
-
z
r
H
g
-
参
照
、
な
お
、
こ
う
し
た
表
現
は
、
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
』
に
お
い
て
も
、
「
私
的
所
有
と
労
働
そ
の
も
の
と
の
廃
止
」
と
い
う
か
た
ち
で
み
ら
れ
る
(
宮
・
開
・
巧
RE-ω
・
ω
-
E
-
訳
、
司

-
m
S。

こ
こ
で
「
労
働
の
廃
止
」
と
い
わ
れ
て
い
る
「
労
働
L

が
、
「
労
働
の
現
代
的
形
態
」
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
、
同
書
の
他
の
箇
所

(ω
・叶
0

・



訳
-

M

M

・
2
V
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

(
ロ
)
こ
の
点
は
、
一
八
四
四
年
の
「
経
済
学
抜
粋
/
l
ト
」
に
お
け
る
こ
の
問
題
に
関
す
る
と
ら
え
か
た
と
、
『
経
済
学
銑
判
要
綱
』
の
と
ら
え

か
た
と
を
対
比
す
る
だ
け
で
も
明
白
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
前
者
に
お
い
て
は
、
「
人
間
の
真
の
共
同
的
存
在
は
:
:
:
諸
個
人
の
必
要
と
エ
ゴ
イ
ズ

ム
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
彼
の
定
在
そ
の
も
の
の
活
動
を
と
お
し
て
直
接
に
生
み
だ
さ
れ
る
」
が
、
こ
の
「
共
同
体
」
が
疎
外
さ
れ
た
形
態
に
お

か
れ
る
と
き
、
交
換
や
貨
幣
が
そ
の
疎
外
の
一
形
態
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
把
握
が
あ
る
(
前
掲
「
経
済
学
抜
粋
ノ
!
ト
」
、
司
・

8
1∞
ア
可
-

H
H
H
1

ロω
・
そ
の
他
参
照
)
。
こ
こ
で
は
、
交
換
の
発
生
を
個
々
人
の
私
的
利
益
や
「
自
愛
心
」
か
ら
説
く
古
典
派
経
済
学
者
ら
の
見
地
が
生
か
さ

れ
て
い
る
が
、
『
要
綱
』
で
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
つ
、
ぎ
の
ご
と
く
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

生
産
に
お
け
る
生
産
者
相
互
の
依
存
性
は
、
「
交
換
の
た
え
ざ
る
必
然
性
と
全
面
的
な
媒
介
者
と
し
て
の
交
換
価
値
と
の
な
か
に
現
わ
れ
て
い

る
。
経
済
学
者
は
こ
の
こ
と
を
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
表
現
す
る
。
各
人
は
、
そ
の
私
的
利
益
を
:
:
:
追
求
す
る
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
分
で
は
そ

れ
を
欲
す
る
の
で
も
な
く
、
知
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
に
、
す
べ
て
の
人
々
の
私
的
利
益
、
一
般
的
利
益
に
奉
仕
す
る
、
と
。
知
恵
は
各
人
が
自
分
の

利
的
私
益
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
的
利
益
の
総
体
、
し
た
が
っ
て
一
般
的
利
益
が
達
せ
ら
れ
る
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
・
:
:
問

題
点
は
む
し
ろ
、
私
的
利
説
自
体
が
す
で
に
社
会
的
に
規
定
さ
れ
た
利
益
で
あ
り
、
社
会
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
た
諸
条
件
内
部
で
の
み
、
ま
た
社
会

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
手
段
を
も
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
う
る
と
い
う
点
に
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
諸
条
件
と
手
段
と
の
再
生
産
に
結
び
つ
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
れ
は
私
人
の
利
益
で
は
あ
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
形
態
お
よ
び
手
段
と
同
じ
く
、
そ
れ
と
は

独
立
し
た
す
べ
て
の
社
会
的
諸
条
件
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
」

(ω
・
戸
"
訳
、
司
・
コ
i
叶⑦。

(ヨ

〔=一〕、

初
期
「
労
働
疎
外
」
論
で
は
、

「
市
民
社
会
」
に
お
け
る
労
働
主
体
の
転
倒
し
た
あ
り
か
た
が
「
労
働
疎
外
」
と
し
て
把
握

さ
れ
、
こ
の
「
疎
外
」
の
基
礎
が
「
私
的
所
有
」
と
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
(
事
実
上
で
の
資
本
、
賃
労
働
関
係
)
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
右
の
二
つ
の
契
機
の
発
展
は
、
白
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
そ
れ
自
身
の
止
揚
を
必
然
的
に
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
己

一
一
立



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
召

一五

る
。
こ
う
し
た
把
握
が
『
資
本
論
』
の
剰
余
価
値
論
や
蓄
積
論
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
発
展
、
展
開
さ
れ
て
い
る
か
は
す
で
に
前
孝
で
明

ら
か
に
し
た
。

『
資
本
論
』
と
そ
の
諸
草
稿
に
お
い
て
は
、

「
労
働
疎
外
」
の
把
握
自
身
も
「
初
期
L

の
そ
れ
と
く
ら
べ
て
よ
り
正
確
に
科
学
的
に
な

り
、
っ
、
ぎ
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
労
働
疎
外
」
と
は
、
労
働
主
体
の
側
か
ら
み
る
と
生
産
手
段
が
被
か
ら
失
わ

れ
資
本
と
し
て
自
立
化
し
、
彼
の
労
働
力
が
商
品
と
し
て
資
本
家
に
譲
渡
さ
れ
て
価
値
増
殖
の
手
段
と
し
て
の
み
使
用
さ
れ
、
労
働
の
生

産
物
も
資
本
家
の
領
有
に
属
し
て
逆
に
彼
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
彼
の
労
働
の
生
産
力
が
彼
か
ら
失
わ
れ
て
資
本
に
属
す
る
も

の
に
な
る
か
ら
、
労
働
生
産
力
の
発
展
が
彼
の
犠
牲
、
窮
之
、
資
本
へ
の
隷
属
等
々
の
発
展
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
Q

し

た
が
っ
て
、

「
賃
労
働
は
自
己
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
他
方
、
右
の
諸
関
連
は
、
そ
の
発
展
に
お
い
て
そ
れ
自
身
を

揚
棄
す
る
主
体
的
、
客
観
的
諸
条
件
を
成
長
さ
せ
て
ゆ
か
ざ
ろ
を
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
に
お
け
る
こ
う
し
た
人
間
労

働
の
転
倒
し
た
あ
り
か
た
は
、

歴
史
的
に
み
る
と
、

自
由
な
人
聞
社
会
の
現
実
的
基
礎
を
形
成
し
う
る
労
働
生
産
力
の
創
造
と
発
展
を

ば
、
労
働
者
階
級
の
犠
牲
に
お
い
て
強
制
す
る
必
然
的
通
過
点
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

円
資
本
論
』
の
最
終
稿
の
一
つ
(
『
直
接

り

以
上
の
両
面
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
過
程
が
「
そ
れ
は
人
間
自
身
の
労
働
の
疎
外
過
程
」
で
あ

「
社
会
的
労
働
の
独
自
な
歴
史
的
形
態
」
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
吋
(
本
積
雪
単
序
節
参
照
)
。

的
生
産
過
程
の
諸
結
果
』
)
で
は
、

(
ロ
)
『
資
本
論
』
と
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
主
張
が
み
ら
れ
る
。

「
つ
ぎ
に
、
も
う
一
つ
め
偏
向
し
た
見
解
に
つ
い
て
の
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
を
初
期
と
後
期
に
き
り
は
な
し
て
し
ま
う
こ

と
に
反
対
す
る
あ
ま
り
、
マ
ル
ク
ス
の
全
学
説
を
疎
外
論
の
発
展
と
み
る
見
解
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
見
解
の
特
徴
は
『
疎
外
』
概
念
や

『
疎
外
』
理
論
が
『
資
本
論
』
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
点
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
初
期
の
抽
象
的
な
首
都



外
概
念
が
ど
の
よ
う
に
具
体
均
な
内
容
を
も
つ
も
の
に
発
展
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
み
る
の
で
は
な
く
、
『
資
本
論
』
の
な
か
に
『
疎
外
』
と
い
う

言
葉
を
み
つ
け
た
り
、
『
資
本
論
』
の
叙
述
を
お
い
な
が
ら
、
こ
れ
も
『
疎
外
』
だ
、
あ
れ
も
『
疎
外
』
だ
、
と
規
定
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
。

「
な
お
『
資
本
論
』
に
は
疎
外
と
い
う
こ
と
ば
が
一

O
箇
所
ば
か
り
で
て
く
る
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
の
よ
う
な
意
味
(
「
『
盗
ま
れ
る
、
横

領
さ
れ
る
』
と
い
う
、
こ
の
こ
と
ば
本
来
の
意
味
」
!
l
引
用
者
〉
で
っ
か
わ
れ
て
い
る
」
。
そ
の
ほ
か
第
三
巻
第
四
八
章
『
三
位
一
体
的
定
式
』
に

お
い
て
こ
の
「
定
式
し
を
「
『
物
神
化
』
の
意
味
で
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
第
三
巻
第
一
五
章
で
:
:
:
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
場
合
と
同

じ
よ
う
な
意
味
で
っ
か
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
を
も
っ
て
し
で
も
、
『
疎
外
』
概
念
が
『
資
本
論
』
で
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
な
ど
と
は
い
え

な
い
。
だ
か
ら
『
資
本
論
』
の
叙
述
を
追
い
な
が
ら
、
:
:
:
す
べ
て
を
『
疎
外
』
だ
と
規
定
し
て
し
ま
う
や
り
か
た
は
、
マ
ル
ク
ス
と
レ
!
ニ
ン
が

せ
っ
か
く
具
体
化
し
た
こ
と
を
も
う
一
度
「
疎
外
」
に
還
元
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
疎
外
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
か
ら
出
発
し
な

が
ら
、
持
取
、
収
奪
、
採
属
、
貧
困
な
ど
の
内
容
に
具
体
化
し
た
こ
と
ほ
、
マ
ル
ク
ス
の
思
想
の
発
展
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
も
と
し
て
し
ま
う

こ
と
は
、
ど
う
考
え
て
も
意
味
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
」
(
平
野
喜
一
郎
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
と
『
疎
外
論
』
」
、
雑
誌
『
経
済
』
一
九
六
九
年

十
一
月
号
、
〕
M
・
白

N
)

。

右
の
主
張
に
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
混
乱
、
無
理
解
、
誤
り
が
集
中
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
右
の
主
張
が
、
「
疎
外
」
概
念
を
歴

史
的
な
も
の
と
し
て
つ
か
む
必
要
性
を
強
調
し
つ
つ
、
『
資
本
論
』
を
お
い
な
が
ら
す
べ
て
を
川
単
な
る
『
疎
外
』
に
還
元
す
る
傾
向
を
批
判
し
、
か

か
る
傾
向
を
階
級
関
係
の
経
済
学
的
分
析
を
ぬ
さ
に
し
て
階
級
関
係
を
「
疎
外
」
と
い
う
一
言
葉
で
あ
い
ま
い
化
す
る
も
の
だ
と
指
摘
し
よ
う
と
す
る

限
り
で
は
、
そ
れ
は
疑
い
も
な
く
正
し
い
と
い
え
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
か
し
第
一
に
、
「
偏
向
し
た
見
解
」
の
特
徴
点
を
し
て
、
「
『
疎
外
』
理
論
が
『
資
本
論
』
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と

、
、
、
、

主
張
す
る
点
」
だ
と
い
う
の
は
、
主
張
者
(
平
野
氏
)
自
身
の
見
解
を
く
つ
が
え
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
す
ぐ
つ
づ
い
て
、
氏
自
身
が
初

、
、
、
、

期
の
「
疎
外
」
概
念
が
『
資
本
論
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
「
発
展
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
み
る
」
必
要
を
強
調
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、

第
二
に
、
「
こ
れ
ら
の
見
解
(
「
偏
向
し
た
見
解
」
i
l
引
用
者
)
は
、
初
期
の
抽
象
的
な
疎
外
概
念
が
ど
の
よ
う
に
具
体
的
な
内
容
を
も
つ
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
に
発
展
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
み
る
の
で
は
な
く
:
:
・
1

一
と
か
、
「
マ
ル
ク
ス
が
疎
外
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
か
ら
出
発
し
な
が
ら
、
搾
取
、
収

奪
、
隷
属
、
貧
困
な
ど
の
内
容
に
具
体
化
し
た
:
:
・
」
と
か
い
う
主
張
も
完
全
な
誤
り
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
初
期
「
労
働
疎
外
L

論
に
お
い
て

、
、
、
、
、
、
、

も
、
「
疎
外
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
か
ら
出
発
」
し
た
の
で
は
な
い
。
当
の
マ
ル
ク
ス
自
身
が
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
「
市
民
社
会
」

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
(
完
〉

一
五
三



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
丹
考
究

2
3

一
五
回

に
お
け
る
経
済
的
諸
事
実
|
|
氏
が
い
わ
れ
る
「
貧
困
」
、
「
隷
胤
」
等
々
!
ー
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
事
実
を
「
疎
外
さ
れ

た
労
働
」
と
し
て
「
概
念
的
に
把
握
」
し
た
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
同
様
に
、
初
期
の
一
労
働
疎
外
」
論
と
『
資
本
論
』
の
関
連
が
「
抽
象
的

な
も
の
」
か
ら
「
具
体
的
内
容
」
へ
と
い
う
関
連
|
|
つ
ま
り
、
「
抽
象
的
な
も
の
」
の
「
具
体
化
」
と
い
う
関
係
ー
ー
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い

、

、

、

、

、

る
点
も
正
し
く
な
い
。
両
者
の
関
連
は
、
抽
象
的
な
も
の
の
具
体
化
と
い
う
関
連
ド
い
あ
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
具
体
的
諸
事
実
、
諸
関
連
の
把
握
に

お
け
る
発
展
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
第
三
に
、
右
の
発
展
関
係
を
詳
細
に
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
一
初
期
」
の
把
握
が
『
資
本
論
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
ら

れ
て
い
る
か
を
『
資
本
論
』
に
即
し
て
、
正
に
「
『
資
本
論
』
の
叙
述
を
お
い
な
が
ら
」
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
さ
い
に
は
、
「
労
働

疎
外
」
の
現
実
的
な
あ
り
か
た
の
一
つ
一
つ
を
『
資
本
論
h

か
ら
学
び
と
り
、
そ
れ
ら
を
「
労
働
疎
外
」
概
念
と
結
び
つ
け
て
別
解
す
る
こ
と
は
少

し
も
誤
り
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
司
資
本
論
』
の
平
一
桶
で
、
資
本
に
よ
る
人
間
支
配
、
労
働
の
転
倒
し
た
あ
り
か
た
が
「
そ
れ
は
人
間
白
身
の
労
働

の
疎
外
過
程
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
を
そ
の
豊
富
な
内
容
に
お
い
て
究
明
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
単
な
る
抽
象
的
な
「
疎
外
論
」
な

る
も
の
を
批
判
す
る
た
め
に
も
絶
体
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か

L
、
氏
の
よ
う
な
い
い
か
た
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
さ
え
も
が
無
駄
で
誤
っ
た

こ
と
と
う
け
と
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た
究
明
が
行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、
氏
の
主
張
と
は
逆
に
、
初
期
の
「
労
働
疎
外
L

論
が
「
『
資
本
論
』
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
が
証
則
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

(四)

〔四〕、

初
期
「
労
働
疎
外
」
論
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
把
握
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
市
民
社
会
」
に
お
け
る
経
済
的
諸

事
実
や
諾
範
暁
は
、
人
間
の
本
質
を
な
す
「
類
的
活
動
」

(
事
実
上
の
社
会
的
生
産
活
動
)
の
「
疎
外
態
」
で
あ
っ
て
、
経
済
的
事
実
や

範
騎
の
特
質
は
、
人
聞
の
類
的
活
動
や
能
力
が
疎
外
さ
れ
て
彼
と
は
疎
遠
な
物
の
属
性
と
し
て
現
わ
れ
る
点
に
あ
る
こ
と
、

「
完
成
さ
れ

た
私
的
所
有
」
の
も
と
で
は
「
物
に
よ
る
人
間
支
配
」
が
頂
点
に
達
す
る
こ
と
、
古
典
派
経
済
学
は
「
市
民
社
会
」
の
経
済
的
事
実
や
範



騎
を
無
前
提
に
う
け
入
れ
て
そ
れ
ら
を
生
産
の
歴
史
的
、
弁
証
法
的
運
動
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
し
な
い
こ
と
等
々
、
こ
う
し
た
把
握

が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

明
ら
か
に
こ
う
し
た
把
握
は
、
事
実
上
で
経
済
的
形
態
規
定
の
本
質
を
つ
き
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
諸
範
鴎
を
根
本
的
に
批
判
す
る
ポ
イ
ン

ト
を
な
す
も
の
で
あ
る
(
も
っ
と
も
、
か
か
る
把
握
が
単
純
な
商
品
と
い
う
最
も
基
底
的
な
形
態
規
定
に
そ
く
し
て
行
な
わ
れ
て
い
ろ
わ

け
で
は
な
い
。
ま
た
、
諸
範
曜
が
生
産
関
係
の
物
化
し
た
形
態
と
し
て
正
確
に
と
ら
え
ら
れ
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
)
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
う
し
た
把
握
が
『
資
本
論
』
の
「
物
神
性
」
に
関
す
ろ
分
析
の
「
萌
芽
」
を
な
し
、
そ
れ
へ
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。では
、

「
物
神
性
」
に
関
す
る
論
及
と
「
労
働
疎
外
」
に
関
す
る
論
述
と
は
ど
う
い
う
関
連
に
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

経
済
的
形
態
(
形
態
規
定
)
と
は
、
労
働
の
、
あ
る
歴
史
的
社
会
的
関
連
(
ま
た
は
社
会
的
性
質
)
の
必
然
的
な
物
的
表
現
で
あ
ろ
。

た
と
え
ば
、
個
々
の
独
立
し
た
私
的
生
産
者
が
自
己
の
生
産
物
を
相
互
に
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
生
産
が
成
立
し
て
い
る
ぱ
あ

ぃ
、
彼
ら
は
各
自
の
私
的
労
働
に
内
在
し
て
い
る
労
働
の
社
会
的
性
格
(
社
会
的
分
業
の
一
環
を
な
し
、
人
間
労
働
一
般
と
し
て
共
通
だ

と
い
う
性
格
)
を
商
品
と
い
う
物
的
形
態
で
!
ー
そ
の
商
品
が
他
人
に
と
っ
て
有
用
で
あ
り
、
価
値
物
で
あ
る
と
い
う
か
た
ち
で
|
|
表

示
す
る
。

こ
の
さ
い
労
働
主
体
は
、
自
己
の
人
間
的
労
働
を
高
品
の
価
値
と
し
て
、
彼
と
は
「
疎
遠
」
で
自
立
し
た
客
体
の
属
性
ま
た
は
物
的
形

態
と
し
て
、
対
象
化
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
自
分
の
主
体
的
労
働
を
対
象
と
し
て
「
疎
外
」
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
貨

幣
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。

「
貨
幣
が
一
つ
の
社
会
的
性
質
を
も
ち
う
る
の
は
、
個
人
が
彼
ら
自
身
の
社
会
的
関
連
を
、
対
象

と
し
て
自
分
自
身
か
ら
疎
外
し
て
い
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
」

(
E
♀

5
2回
田
町
、
ぷ
・
寸
∞
〉
。
だ
か
ら
、
商
品
や
貨
幣
は
、
労
働
主
体
に
と
っ

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
忍

↓
五
五



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
δ

一
五
六

て
「
疎
外
さ
れ
た
形
態
」
で
あ
る
。

同
時
に
、
対
象
が
か
か
る
疎
外
さ
れ
た
形
態
を
と
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
諸
形
態
を
生
み
だ
す
労
働
の
社
会
的
関
連
が
こ
れ
ら
の
形
態

に
よ
っ
て
お
お
い
か
く
さ
れ
、
神
秘
化
さ
れ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

資
本
と
賃
労
働
を
と
っ
て
み
よ
う
。
生
産
手
段
を
失
っ
た
労
働
者
が
「
生
計
」
の
た
め
に
生
産
手
段
の
所
有
者
に
労
働
力
を
販
売
し
、

彼
の
も
と
で
労
働
し
て
彼
に
搾
取
さ
れ
る
関
連
の
な
か
で
は
、
生
産
手
段
は
労
働
者
に
と
っ
て
単
な
る
生
産
手
段
で
は
な
く
、
彼
に
と
っ

て
は
疎
遠
な
他
人
の
所
有
物
で
あ
り
、
彼
の
労
働
を
吸
収
し
支
配
す
る
物
、
資
本
と
し
て
現
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
さ
き
の
関
連
が
生
産
手

段
と
い
う
物
の
自
然
形
態
で
表
現
さ
れ
る
と
き
、
こ
の
生
産
手
段
は
資
本
と
い
う
形
態
規
定
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
き
の
関
連
が
、
労

働
と
い
う
自
然
機
能
で
表
現
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
労
働
が
賃
労
働
で
あ
る
。
資
本
制
的
生
産
関
係
の
も
と
で
労
働
の
社
会
的
形
態
、
生

産
力
が
発
展
す
る
の
に
応
じ
て
、
資
本
も
発
展
し
た
形
態
を
う
け
と
り
、
生
産
関
係
の
物
化
や
神
秘
化
も
発
展
す
る
。
す
で
に
み
た
よ
う

に
、
協
業
に
お
け
る
共
同
体
的
な
統
一
、
分
業
に
お
け
る
組
合
せ
、
科
学
や
白
然
力
の
応
用
、
生
産
物
の
機
械
と
し
て
の
利
用
等
々
す
べ

て
こ
れ
ら
は
労
働
主
体
に
対
し
て
無
縁
な
も
の
、
物
的
な
も
の
、
過
去
の
も
の
と
し
て
、
彼
ら
に
か
か
わ
り
な
く
自
立
し
て
相
対
立
す
る

の
で
あ
り
、
彼
ら
に
属
さ
ず
に
彼
ら
を
支
配
す
る
労
働
手
段
の
存
在
形
態
と
し
て
彼
ら
に
相
対
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
資
本
は
よ
り

神
秘
的
な
存
在
に
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
ま
た
、

「
資
本
1

利
子
、
土
地
!
地
代
、
労
働
l
労
賃
と
い
う
疎
外
さ
れ
た
不
合
理
な
形

態
」
今
回
内

ppω
・
呂
∞
)
に
お
い
て
は
、
「
資
本
制
的
生
産
様
式
の
神
秘
化
、
社
会
的
諸
関
係
の
物
化
、
物
質
的
生
産
関
係
と
そ
の
麗
史
的

社
会
的
現
実
性
と
の
直
接
的
合
性
が
完
成
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
要
す
る
に
、
あ
る
程
度
ま
で
に
発
展
し
た
私
的
所
有
と
鋲
計
画
的
な
社
会
的
分
業
の
も
と
で
は
、
労
働
の
社
会
的
性
質
や
関
連
が

直
接
に
あ
る
が
ま
ま
の
姿
で
現
わ
れ
ず
に
、
商
品
、
貨
幣
、
資
本
等
々
と
い
う
物
に
属
す
る
性
質
、
物
の
自
然
形
態
と
し
て
人
々
か
ら
白



立
化
し
、
こ
れ
ら
の
物
自
身
が
独
立
に
と
り
む
す
ぶ
諸
関
係
と
し
て
現
わ
れ
、
し
か
も
か
か
る
自
立
的
主
体
た
る
物
の
運
動
に
よ
っ
て
人

々
が
制
約
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
転
倒
、
人
々
の
観
念
の
う
え
だ
け
で
な
く
現
実
上
で
の
神
秘
化
が
形
態
規
定
を
特
質
づ
け
る

の
で
あ
る
。

労

働

者

資

本

他
方
、
商
品
生
産
が
資
本
家
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
人
間
に
対
す
る
物
の
支
配
も
「
労
働
疎
外
」
も
、
そ
の
端
初
的
形
態

か
ら
現
実
的
な
も
の
に
な
る
。
宗
教
で
現
わ
れ
る
主
体
の
客
体
へ
の
転
倒
と
そ
の
逆
の
転
倒
と
い
う
関
係
が
、
現
実
の
物
質
的
生
産
過
程

の
な
か
で
現
実
化
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

「
物
神
性
」
に
関
す
る
論
考
も
「
労
働
疎
外
」
に
関
す
る
考
察
も
、
経
済
的
形
態
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
も
と
で
の
労
働

の
転
倒
し
た
あ
り
か
た
を
解
明
す
る
限
り
で
は
、
同
じ
「
接
点
」
を
有
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、

「
物
神
性
」
に
関
す
る
考
察
は
、

つ
ぎ
の
点
の
解
明
に
主
眼
を
お
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
的
形
態
の
神
秘
的
性
質

の
秘
密
を
暴
露
す
る
こ
と
、
ま
た
生
産
関
係
の
発
展
に
照
応
し
て
そ
の
物
化
も
神
秘
化
も
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
を
究
明
し
つ
つ
、
ブ
ル
ジ

ヨ
ア
経
済
学
の
全
諸
範
曙
に
お
け
る
倒
錯
|
|
物
の
属
性
と
し
て
現
わ
れ
る
労
働
の
社
会
的
性
質
を
物
の
属
性
自
体
と
混
同
す
る
倒
錯
|

ー
を
批
判
す
る
こ
と
に
眼
目
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「
物
神
性
」
に
関
す
る
究
明
が
物
の
経
済
的
形
態
の
解
明
に
(
し
た
が
っ
て
ブ
ル

ジ
ヨ
ア
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
批
判
)
に
力
点
を
お
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、

「
労
働
疎
外
」
に
関
す
る
考
察
の
方
は
、
労
働
主
体
(
労
働
者

階
級
)
の
側
か
ら
こ
れ
ら
の
形
態
が
彼
ら
の
生
産
過
程
に
、
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
の
歴
史
的
運
命
に
い
か
な
る
影
響
を
お
よ
ぼ
す
か
と
い
う
こ

と
の
究
明
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
双
方
の
観
点
(
主
眼
〉
の
相
違
は
、
た
と
え
ば
、

「
労
働
疎
外
」
に
関
す
る
基
本
的
解
明
が
剰
余
価
値
論
、
蓄
積
論
と
し

て
第
一
巻
で
ほ
ぼ
解
明
さ
れ
て
い
る
の
に
く
ら
べ
て
、

「
物
神
性
」
に
関
す
る
論
及
は
、
第
一
巻
の
第
一
篇
か
ら
第
三
巻
の
最
終
篇
に
至

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
(
完
)

一
五
七



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
見
)

一
五
八

る
全
範
囲
で
究
明
さ
れ
て
い
る
と
い
う
そ
の
叙
述
範
囲
の
相
違
に
も
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

恒)

『
資
本
論
』
そ
の
も
の
の
な
か
で
は
、
や
や
狭
く
限
定
さ
れ
た
意
味
で

外
」
と
い
う
言
葉
が
一
箇
所
で
使
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
以
〉
ま
た
、

〔五〕、

『
資
本
論
』
の
諸
草
稿
で
は
な
く
、

「
労
働
の
疎

「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
い
う
概
念
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

(
日
)
「
一
方
で
は
生
産
過
程
は
た
え
ず
素
材
的
富
を
資
本
に
転
化
さ
せ
、
資
本
家
の
た
め
の
価
値
増
殖
手
段
と
享
楽
手
段
と
に
転
化
さ
せ
る
。
他

方
で
は
こ
の
過
程
か
ら
た
え
ず
労
働
者
が
、
そ
こ
に
入
っ
た
と
き
と
同
じ
姿
で

l
i富
の
人
的
源
泉
で
は
あ
る
が
こ
の
富
を
自
分
の
た
め
に
実
現
す

る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
失
っ
て
い
る
姿
で

|
l出
て
く
る
。
彼
が
こ
の
過
程
に
入
る
前
に
、
彼
自
身
の
労
働
は
彼
自
身
か
ら
疎
外
さ
れ
、
資
本
家
の
も

の
と
さ
れ
、
資
本
に
合
体
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
労
働
は
こ
の
過
程
の
な
か
で
た
え
ず
他
人
の
生
産
物
に
対
象
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
。

(
P
H内
P

7

ω

・
呂
町
|
町
田
?
訳
、

HU

・2
3
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
こ
こ
で
は
、
「
労
働
疎
外
」
は
労
働
者
の
労
働
が
彼
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
資

本
の
一
要
素
に
な
る
と
い
う
意
味
で
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
。
『
資
本
論
』
の
諸
草
稿
の
ば
あ
い
に
は
、
そ
れ
は
も
う
少
し
広
い
意
味
で
|
|
た
と
え

ば
右
の
引
用
文
で
い
わ
れ
て
い
る
諸
過
程
全
体
を
包
括
す
る
意
味
で
ー
ー
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

『
資
本
論
』
で
こ
の
概
念
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。

本
論
』
で
論
証
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
生
産
の
二
大
要
因
|
|
生
産
手
段
と
労
働
l
i
i
の
疎
外
さ
れ
た
形
態
は
資
本
と
賃
労
働
で
あ
り
、
資

こ
の
二
大
形
態
こ
そ
、
資
本
制
的
生
産
関
係
と
い
う
同
じ
関
係
の
両
極
的
表
現
で
あ
っ
て
、
資
本
主
義
社
会
を
決
定
的
に
特
徴
づ
け
る
も

し
た
が
っ
て
『
資
本
論
』
で
は
、
初
期
「
労
働
疎
外
」
論
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
「
私
的
所
有
」
と
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」

と
い
う
「
二
つ
の
要
因
」
か
ら
「
経
済
学
上
の
す
べ
て
の
範
障
を
展
開
す
る
」
の
で
は
な
く
て
、
右
の
「
二
つ
の
要
因
」
を
資
本
、
賃
労
働

の
で
あ
る
。

と
い
う
概
念
と
し
て
と
ら
え
、
こ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
本
質
的
生
産
関
係
を
発
生
的
に
分
析
し
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、



資
本
制
的
生
産
関
係
の
発
展
法
則
を
、
そ
の
最
も
簡
単
で
基
礎
的
な
範
曙
か
ら
よ
り
複
雑
で
発
展
し
た
範
曙
に
い
た
る
必
然
的
関
連
に
お

い
て
論
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、

「
労
働
疎
外
」
と
か
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
い
う
概
念
が
こ
う
し
た
理
由
で
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
、
こ

れ
ら
の
概
念
が
資
本
、
賃
労
働
を
究
明
す
る
さ
い
に
不
適
切
で
間
違
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
概

念
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
人
間
労
働
の
転
倒
し
た
あ
り
か
た
に
関
す
る
把
握
自
身
は
、

(

時

)

こ
ろ
か
よ
り
深
化
さ
れ
、
詳
細
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
〈
こ
の
点
は
、
本
拙
論
第
二
章
で
詳
し
く
考
察
し
た
と
お
り
で
あ

『
資
本
論
』
に
お
い
て
放
棄
さ
れ
て
い
る
ど

る
)
。
(
日
)
こ
の
点
に
関
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る
。
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
概
念
は
「
多
義
的
」
で
あ
る
、
つ
ま
り
こ
の
概
念
は
、
「
労
働
者

の
労
働
の
他
者
化
は
労
働
の
物
化
一
般
と
し
て
労
働
者
の
労
働
の
生
産
物
が
労
働
者
と
対
立
す
る
、
と
い
う
意
味
に
と
れ
る
し
、
ま
た
こ
の
労
働
生

産
物
が
交
換
に
よ
っ
て
他
人
に
譲
渡
さ
れ
る
、
と
い
う
意
味
に
と
れ
る
し
、
さ
ら
に
労
働
力
の
売
買
そ
の
も
の
の
意
味
に
も
、
労
働
力
が
売
買
さ
れ

て
労
働
者
の
労
働
が
資
本
家
の
強
制
す
る
労
働
と
し
て
行
な
わ
れ
る
、
と
い
う
意
味
に
も
と
れ
、
剰
余
価
値
が
替
積
さ
れ
て
不
払
労
働
が
よ
り
多
く

の
労
働
を
支
配
す
る
、
と
い
う
意
味
に
も
と
れ
る
」
o

し
た
が
っ
て
こ
の
概
念
は
、
「
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
範
鳴
と
し
て
解
体
せ
ざ
る
を
え
ず
、
彼

の
経
済
学
の
思
想
的
基
礎
を
な
す
概
念
に
と
ど
ま
っ
た
;
:
:
」
ハ
岡
田
裕
之
、
「
社
会
主
義
的
生
産
に
お
け
る
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
〈
『
経
営
志
林
』

第
六
巻
第
一
二
一
号
、
H
U

・
2
所
載
〉
)
。
経
済
学
批
判
の
体
系
を
つ
く
り
上
げ
る
う
え
で
、
『
疎
外
さ
れ
た
労
働
』
の
概
念
と
い
う
も
の
が
不
十

分
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
ま
ち
が
い
に
な
る
」
(
同
氏
の
同
じ
論
題
に
よ
る
学
会
報
告
〈
『
経
済
理
論
学
会
報
第
七
集
』
、
H
U

・
2
・
所
載
〉
)
。

こ
こ
で
岡
田
氏
は
、
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
の
概
念
は
解
体
し
た
が
そ
こ
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
内
容
は
思
想
と
し
て
残
っ
た
の
だ
と
い
う
主
旨
の

主
張
を
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
主
張
は
、
内
容
的
に
み
れ
ば
、
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
概
念
を
軸
に
し
て
(
事
実
上
)
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
労
働
主
体
の
地
位
と
運
命
に
関

す
る
把
握
が
『
資
本
論
』
で
、
堅
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
と
も
と
ら
え
う
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
主
張
は
そ
の
限
り
で
正

し
い
。
し
か
し
、
さ
き
の
文
章
で
、
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
概
念
は
「
多
義
的
」
で
こ
れ
を
使
用
す
る
の
は
「
不
十
分
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
ま
ち
が
い

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
見
)

一
五
九



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
号

一
六

O

に
な
る
」
か
ら
「
解
体
し
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
点
は
誤
っ
て
い
る
。
こ
の
概
念
の
と
ら
え
か
た
が
初
期
に
は
「
多
義
的
」
で
「
不
十
分
」
だ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
労
働
の
転
倒
し
た
あ
り
か
た
と
そ
の
止
揚
に
関
す
る
把
握
自
身
が
未
熟
だ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
っ
て
、
現
に
『
資
本
論
』

の
諸
草
稿
で
は
、
よ
り
科
学
的
に
高
め
ら
れ
た
右
の
把
握
を
ふ
ま
え
て
、
こ
の
概
念
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
氏
の
主
張
に
し
た
が
う
と
、

『
剰
余
価
値
学
説
史
』
や
『
直
接
的
生
産
過
程
の
諸
結
呆
』
や
『
要
綱
』
で
こ
れ
ら
の
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「
不
十
分
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
ま
ち
が
い
」
だ
と
い
う
と
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
た
し
か
に
『
資
本
論
』
で
は
こ
れ
ら
の
概
念
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
。
し
か

し
、
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
を
賃
労
働
と
と
ら
え
、
労
働
の
転
倒
し
た
諸
関
連
を
「
労
働
疎
外
」
と
と
ら
え
る
考
え
が
誤
り
で
放
棄
さ
れ
た
の
で
は

な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
関
連
な
り
過
程
を
科
学
的
に
詳
細
に
分
析
し
た
あ
と
で
、
そ
う
し
た
関
連
や
過
程
を
「
労
働
疎
外
」
の
過
程
だ
と
の
べ

た
り
、
あ
る
い
は
賃
労
働
の
諸
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
あ
と
で
賃
労
働
を
一
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
だ
と
改
め
て
い
わ
な
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
ば
あ
い
に
は
、
こ
の
概
念
で
表
示
さ
れ
る
内
的
関
述
が
ど
の
よ
う
に
正
し
く
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
が
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
概
念
を
使
用

す
る
か
ど
う
か
は
二
義
的
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
と
り
ち
が
え
て
こ
と
が
ら
を
言
葉
自
体
の
問
題
に
解
消
し
、
こ
の
概
念
が
多
義

的
だ
か
ら
こ
れ
を
使
う
の
は
ま
ち
が
い
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
「
価
値
」
概
念
も
多
義
的
だ
か
ら
こ
れ
を
経
済
学
で
用
い
る
の
は
誤
り
だ
と
い
う

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。

(1¥) 

門六〕、

『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
才
ロ
ギ
I
』、

『
哲
学
の
貧
困
』
、

『
賃
労
働
と
資
本
』
、

『
共
産
党
宣
言
』
等
は
、
初
期
「
労
働
疎
外
」
論

か
ら
『
資
本
論
』
に
い
た
る
理
論
的
進
化
を
そ
の
前
半
過
程
に
お
い
て
如
実
に
明
示
す
る
労
作
で
あ
り
、
以
上
の
結
論
を
確
証
す
る
う
え

で
有
力
な
素
材
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
労
作
に
お
い
て
当
面
の
観
点
か
ら
注
目
す
べ
き
若
干
の
点
を
ひ
ろ
い
だ
し

て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
れ
ら
の
労
作
に
一
不
さ
れ
る
経
済
学
研
究
の
歩
み
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

つ
ぎ
の
マ
ル
グ
ス
自
身
の
簡
単
な
記
述
を
み
る
に
し
く
は
な

L、。



「
私
は
、
フ
リ

i
ド
リ
ッ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
は
、
経
済
学
的
諸
範
噂
の
批
判
の
た
め
の
彼
の
天
才
的
な
概
説
が
(
『
独
仏
年
誌
』

に
)
現
わ
れ
て
以
来
、
た
え
ず
手
紙
を
と
り
か
わ
し
つ
づ
け
て
き
た
が
、
彼
は
別
の
道
筋
を
へ
て
(
彼
の
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者

階
級
の
状
態
』
を
参
照
)
、
私
と
同
じ
結
果
に
達
し
て
い
た
。

そ
し
て
一
人
四
五
年
の
春
、
彼
も
ま
た
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
に
腰
を
お
ち
つ
け

た
と
き
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ド
イ
ツ
哲
学
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
見
解
に
た
い
す
る
わ
れ
わ
れ
の
以
前
の
哲
学
的
意
義
を
清
算
す
る
こ
と
を

決
意
し
た
。
こ
の
企
て
は
へ

1
ゲ
ル
以
後
の
哲
学
の
批
判
と
い
う
か
た
ち
で
実
行
さ
れ
た
。
:
:
:
当
時
わ
れ
わ
れ
が
あ
れ
こ
れ
の
方
面
で

わ
れ
わ
れ
の
見
解
を
世
間
に
問
う
た
ば
ら
ば
ら
の
仕
事
の
う
ち
か
ら
は
、
私
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
私
が
共
同
で
執
筆
し
た
『
共
産
党
宣
言
』

と
、
私
が
公
表
し
た
自
由
貿
易
論
と
だ
け
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
。

わ
れ
わ
れ
の
見
解
の
決
定
的
な
諸
点
は
、

一
八
四
七
年
に
刊
行
さ
れ

一
不
さ
れ
た
。

た
プ
ル

l
ド
ン
に
反
対
し
た
私
の
著
書
『
哲
学
の
貧
困
』
の
な
か
で
、
た
ん
に
論
争
の
か
た
ち
で
で
は
あ
っ
た
が
、
は
じ
め
て
科
学
的
に

『
賃
労
働
』
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
一
論
文
は
、
私
が
こ
の
題
目
に
つ
い
て
プ
リ
ユ
ツ
セ
ル
の
ド
イ
ツ
人
労
働
者

協
会
で
お
こ
な
っ
た
講
演
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
(
『
経
済
学
批
判
』

会
序
一
言
》
、
宮
・
切
・
4
『

R
W
P
H
ω
・向山・

5
・
訳
、
ア
ア
!
∞
)
。

× 

× 

× 

× 

ハ
一
八
四
五
年
l
四
六
年
〉
に
つ
い
て
。
こ
の
労
作
は
、
史
的
唯
物
論
(
マ
ル
ク
ス
が
『
経
済
学
批
判
』

の
序
言
で
「
研
究
に
と
っ
て
導
ぎ
の
糸
と
し
て
役
立
っ
た
一
般
的
結
論
」
と
呼
ん
だ
も
の
)
が
、
そ
の
基
本
に
お
い
て
は
じ
め
て
確
立
さ

『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』

れ
た
労
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
史
的
唯
物
論
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
経
済
的
社
会
構
成
体
の
発
生
、
発
展
、
消
滅
の
過

程
を
ー
ー
ー
さ
ら
に
ま
た
、

「
労
働
疎
外
」
の
歴
史
的
傾
向
を
|
|
全
面
的
に
科
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
ほ
ほ
一
年
前
の
『
経
・
哲
草
稿
』
で
は
、
生
産
力
と
か
生
産
関
係
と
い
う
概
念
は
未
完
成
の
ま
ま
で
「
労
働
の
疎
外
」
が

論
及
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、
た
と
え
ば
、
生
産
力
と
「
交
通
形
態
」
〈
〈
R
Z
}凶訪問
CHS-
事
実
上
で
生
産
関
係
を
表
わ
す
)
の
矛
盾
に

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
冗
)

一六



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
己

一
六

よ
っ
て
個
々
人
や
社
会
の
発
展
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
要
因
が
人
々
か
ら
疎
遠
な
力
と
し
て
自
立
化
す
る
こ
と
、
が
明
示
さ
れ

て
い
る

h
dた
こ
こ
で
は
、
地
代
や
利
潤
等
の
経
済
学
的
範
曜
は
一
定
の
生
産
段
階
に
照
応
す
る
社
会
的
諸
関
係
で
あ
る
こ
匂

「
人
間

的
、
非
人
間
的
」
と
い
う
表
現
は
、
一
定
の
生
産
段
階
に
応
ず
る
特
定
の
支
配
的
な
諸
関
係
に
照
応
し
て
使
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

等
々
と
い
う
説
明
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
疎
外
さ
れ
~
た
労
働
」
と
い
う
概
念
は
姿
を
か
く
し
、

「
疎
外
」
概
念
も
、
分
業
に

よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
る
種
々
の
個
人
の
協
働
に
よ
っ
て
生
ず
る
生
注
力
が
、
こ
れ
ら
諸
個
人
に
は
、
そ
の
協
働
そ
の
も
の
が
自
然
成
長

的
で
あ
る
た
め
、
か
れ
ら
自
身
の
結
合
さ
れ
た
力
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ず
、
む
し
ら
な
に
か
疎
遠
な
、
か
れ
の
外
に
立
つ
強
制
力
と
し
て
あ

(

四

)

「
哲
学
者
た
ち
に
わ
か
る
言
い
方
を
つ
づ
け
る
な
ら
ば
」
と
い
う
か
た
ち
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ら
わ
れ
る
こ
と
を
、

と
こ
ろ
で
、
史
的
唯
物
論
の
確
立
に
よ
っ
て
、

「
労
働
疎
外
」
に
関
す
る
科
学
的
研
究
の
指
針
が
獲
得
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
史
的

(
な
い
し
「
労
働
疎
外
」
論
)
を
「
母
胎
」
に
し
て
形
成
さ
れ
え
た
の
で
あ
る
。

唯
物
論
は
ま
た
、
ほ
ぽ
一
年
前
の
『
経
・
哲
草
稿
』

(
拙
編
第
一
章
参
照
u

。

(

時

〉

(

げ

)

(

沼

)

(
m
m
)
 

宮
-
M
W

・
4
『
町
片
付
。

?ω
芯
i
苫
(
訳
、
]
U

・g
l日、
O
O

F
-
P
ω
-
M
H
M
(訳、

H
Y
M
g
l自
己
。

H
E
P
ω
-
S叶
l
l
合
∞
(
訳
、
]
U
・
品
目
叶

l
l
怠∞)。

H
Z
P
ω
-
E
〈訳、

HV
・
g
-
『
新
版
』
、

HV
・
3
)。

H:;) 

『
哲
学
の
貧
困
』

(
一
八
四
六
|
四
七
年
)
、

『
賃
労
働
と
資
本
』

(
一
八
四
七
年
)
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
前
者
は
獲
得
さ
れ
た
史
的
唯
物
論
に
基
づ
く
最
初
の
経
済
学
の
著
作
で
あ
り
、

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
見



解
の
決
定
的
な
点
」
を
「
は
じ
め
で
科
学
的
に
」
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
前
者
に
つ
づ
い
て
表
記
の
基
本
的
発
展
開
係
を
概
括

し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
れ
ら
二
つ
の
労
作
で
ま
ず
在
自
さ
せ
ら
れ
る
点
は
、
二
、
一
ニ
年
前
の
『
経
・
哲
草
稿
』
当
時
と
く
ら
べ
て
、

わ
る
把
握
が
格
段
の
発
展
を
と
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
か
つ
て
「
私
的
所
有
」
と
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
の
関
連
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て

「
労
働
疎
外
」
に
か
か

い
た
関
連
が
、
こ
こ
で
は
、
資
本
、
賃
労
働
関
係
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
発
展
傾
向
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
体
制
に
お
け
る
生
産
力
と
生

産
関
係
と
の
矛
膚
の
発
展
と
い
う
見
地
か
ら
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

両
著
作
に
お
け
る
つ
ぎ
の
叙
述
に
は
、

は
や
く
も
円
資
本
論
』
に
近
い
把
握
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
ず
、

『
哲
学
の
貧
困
』
の
叙
述
か
ら
示
す
こ
と
に
す
る
。

「
だ
か
ら
日
ま
し
に
、

つ
ぎ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
、
す
な
わ
ち
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
そ
の
な
か
で
行
動
す
る
生
産
詩
関

係
は
単
一
の
性
格
、
単
純
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
て
三
重
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
官
が
そ
の
な
か
で
生
産
さ

関
係
の
な
か
に
、
抑
圧
を
生
み
だ
す
力
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
・
:
:
」

級
の
科
学
的
代
表
者
で
あ
る
と
同
様
に
、
社
会
主
義
者
と
共
産
主
義
者
と
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
理
論
家
で
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

1

れ
る
そ
の
同
じ
詰
関
係
の
な
か
で
、
貧
困
も
ま
た
生
産
さ
れ
る
と
い
う
と
と
、
生
産
語
力
の
発
展
が
そ
の
な
か
に
存
在
す
る
そ
の
同
じ
詰

「
経
済
学
者
が
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
階

(
戸
開
・
4
司

R
Z
L
u
ω
-
E
C
。

ト
が
ま
だ
自
己
を
階
級
と
し
て
構
成
す
る
ほ
ど
ま
で
に
成
長
し
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
し
た
が
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

!
と
の
闘
争
そ
の
も
の
が
ま
だ
政
治
的
性
格
を
お
び
な
い
か
ぎ
り
、
そ
し
て
ま
た
、
生
産
諸
力
が
ま
だ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
解
放
と
新

し
い
社
会
の
形
成
と
に
必
要
不
可
欠
な
物
質
的
諸
条
件
き
予
見
さ
せ
る
ほ
ど
ま
で
に
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
!
そ
れ
自
身
の
胎
内
に
発
達
し
て
い

な
い
か
ぎ
り
、
こ
れ
ら
の
理
論
家
た
ち
は
、
被
抑
圧
階
級
の
歓
求
巳
そ
な
え
て
そ
れ
に
こ
た
元
る
た
め
、
も
ろ
も
ろ
の
体
系
を
一
時
の
ま

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
己

一六



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
否

一
六
四

に
あ
わ
せ
に
つ
く
り
、
社
会
を
再
生
さ
せ
る
科
学
を
追
求
す
る
空
想
家
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
が
前
進
し
、
そ
れ
と
と
も

に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
闘
争
が
よ
り
鮮
明
な
輪
郭
を
示
す
に
つ
れ
て
、
彼
ら
が
彼
ら
自
身
の
頭
で
科
学
を
探
究
す
る
こ
と
は
も
は
や
必

要
で
な
く
な
る
。
彼
ら
は
彼
ら
の
目
の
ま
え
で
起
る
こ
と
を
了
解
し
、
そ
の
器
官
と
な
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
・
:
彼
ら
が
闘

争
の
端
緒
に
あ
る
か
ぎ
り
、
彼
ら
は
貧
困
の
な
か
に
貧
困
だ
け
を
み
て
、
そ
の
な
か
に
、
や
が
て
旧
社
会
を
く
つ
が
え
す
草
命
的
破
壊
的

側
面
を
み
な
い
の
で
あ
る
」

公
立
門
ゲ

ω
-
Eデ
そ
の
他
、

ω
-
H
g
l
g
Hも
参
照
〉
。

つ
ぎ
は
、

『
賃
労
働
と
資
本
』
か
ら
の
叙
述
で
あ
る
。

「
資
本
が
急
速
に
増
大
す
れ
ば
、
賃
銀
も
上
が
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
資
本
の

利
潤
の
ほ
う
が
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
速
く
上
が
る
。
労
働
者
の
物
質
的
状
態
は
改
善
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
社
会
的
地
位
を

犠
牲
に
し
て
で
あ
る
。
彼
ら
と
資
本
家
を
へ
だ
て
る
社
会
的
溝
は
、
ひ
ろ
が
っ
た
の
だ
。
最
後
に
、
賃
労
働
に
と
っ
て
も
っ
と
も
有
利
な

条
件
は
生
産
的
資
本
が
で
き
る
だ
け
急
速
に
増
大
す
る
こ
と
だ
と
い
う
の
は
、

つ
ぎ
の
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
労

働
者
階
級
が
、
自
分
た
ち
に
敵
対
す
る
力
、
自
分
た
ち
を
支
配
す
る
他
人
の
富
を
、
急
速
に
ふ
や
し
大
き
く
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
労
働
者

階
級
は
そ
れ
だ
け
有
利
な
条
件
の
も
と
で
、
新
し
く
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
富
を
ふ
や
し
、
資
本
の
力
を
大
き
く
す
る
た
め
に
、
働
か
せ
て
も
ら

え
る
、
た
だ
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
自
分
た
ち
を
つ
な
い
で
引
き
ま
わ
す
金
の
鎖
を
み
ず
か
ら
あ
ま
ん
じ
て
き
た
え
な
が
ら
、
と
い
う

こ
と
だ
」
(
戸
別
・
巧
q
r
0・
?
ω
-
b
e
。
他
方
で
は
、
「
生
産
方
法
、
生
産
手
段
は
こ
の
よ
う
に
た
え
ず
変
革
さ
れ
、
革
命
さ
れ
て

分
業
は
一
段
と
す
す
ん
だ
分
業
を
、
機
械
の
使
用
は
一
段
と
進
ん
だ
機
械
の
使
用
を
、
大
規
模
作
業
は
一
段
と
進
ん
だ
大
規
模
作
業
を
、

必
然
的
に
よ
び
お
こ
す
の
で
あ
る
」

「
最
後
に
、
資
本
家
が
前
述
の
よ
う
な
運
動
に
強
制
さ
れ
て
、
既
存
の
巨
大
な

生
産
手
段
を
さ
ら
に
大
規
模
に
利
用
し
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
信
用
の
あ
ら
ゆ
る
発
宋
を
動
か
す
の
に
つ
れ
、
そ
れ
に
比
例
し
て
、
あ
の

(Ht-a-ω-AHH∞)。

地
震
も
増
加
す
る
」

(
g
F
ω
・
品

N
N
l
A
F
N
3

・



『
哲
学
の
貧
困
』
に
つ
い
て
と
く
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
経
済
的
諸
範
曙
が
物
質
的
生
産
の
一
定
の
発
展
段
階
に
照
応
す
る
「
坐
産
関

係
の
理
論
的
表
現
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
を
つ
か
む
に
は
生
産
諸
関
係
の
歴
史
的
運
動
を
究
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
立
場
が
鮮

〈
初
)

明
に
示
さ
れ
て
い
る
点
、
さ
ら
に
こ
の
立
場
か
ら
、
「
社
会
の
歴
史
の
な
か
に
、
生
産
物
を
交
換
す
る
様
式
が
そ
れ
ら
の
生
産
物
を
生
産

す
る
様
式
に
基
づ
い
て
規
定
さ
れ
る
:
:
:
。
私
的
交
換
も
ま
た
一
定
の
生
産
様
式
に
照
応
し
て
い
る
」

(
H
E円
H
u
ω
-
H
D
日
)
こ
と
、
貨
幣
と

lま

一
つ
の
物
で
は
な
く
て
一
つ
の
生
産
関
係
で
あ
る
公
立
P
ω
・5
3
こ
と
が
明
示
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
歴
史
的
研
究
が
深
め
ら
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。

(

却

)

同σ目白・

ω
-
H
N
q
w
ω

・5
0
・
訳
、
同
M
-
H
N
?
]
U
-
H
U
ω
I
H
2
・

な
お
、
以
前
の
「
労
働
疎
外
」
論
で
は
、
直
接
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
に
評
価
ぎ
れ
て
い
な
か
っ
た
リ
カ
I
ド
の
労
働
価
値
論
が
、

「
現
存
の
経
済
生
活
の
科
学
的
解
説
」

(
目
立
主
・
∞
己
と
し
て
評
価
さ
れ
る
一
方
、

「
賃
銀
は
、
い
い
か
え
れ
ば
、
労
働
の
相
対
的
価
値

ま
た
は
価
格
は
、
労
働
者
の
生
活
維
持
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
生
産
に
要
す
る
労
働
時
間
に
よ
っ
て
、
決
定
さ
れ
る
」
こ
と

(
P
F

ω
・∞
M
)

、
「
労
働
の
価
値
に
よ
っ
て
商
品
の
相
対
的
価
値
〔
生
活
諸
手
段
の
価
値

i
lド
イ
ツ
語
版
〕
を
決
定
す
る
こ
と
は
EE---
悪
循

環
の
な
か
を
ぐ
る
ぐ
る
回
る
こ
と
し
だ
と
い
う
指
摘
が
行
な
わ
れ
て
い
る
点
も
看
過
し
え
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
(
里
子

ω
・
∞
∞
)
。
ち
な
み
に

こ
う
し
た
指
摘
は
、
剰
余
価
値
生
産
を
解
明
す
る
う
え
で
の
決
定
的
前
提
の
一
つ
が
解
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る

『
賃
労
働
と
資
本
』
で
は
、
賃
労
働
の
歴
史
的
性
格
が
農
奴
や
奴
隷
の
労
働
と
の
対
比
で
と
ら
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
は
や
く
も
剰
余

価
値
生
産
の
核
心
的
把
握
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
せ
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

「
資
本
の
本
質
は
:
:
・
生
さ
て
い
る
労
働
が
、
蓄
積
さ
れ
た
労
働
の
た
め
に
、
そ
れ
の
交
換
価
値
を
維
持
し
、
ふ
や
す
手
段
と
し
て
役

資
本
制
的
生
皮
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
否

一
六
五



資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
否

一
六
六

立
つ
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
:
:
:
労
働
者
は
、
彼
の
労
働
と
交
換
に
生
活
資
料
を
う
け
と
る
が
、
資
本
家
は
彼
の
生
活
資
料
と
交
換
に
労

働
を
、
労
働
者
の
生
産
的
活
動
を
、
創
造
力
を
う
け
と
る
。
そ
し
て
労
働
者
は
、
こ
の
力
に
よ
っ
て
、
被
の
消
費
す
る
も
の
を
補
填
す
る

ど
け
で
な
く
、
蓄
積
さ
れ
た
労
働
に
対
し
て
、
そ
れ
が
ま
え
に
も
っ
て
い
た
よ
り
も
大
き
な
価
値
を
与
え
る
の
で
あ
る
」

(
5広
み
・
ち
S
。

『
共
産
党
宣
言
』

(
一
八
四
七
年
|
四
八
年
)
。
こ
こ
で
は
、
資
本
制
的
生
産
様
式
の
歴
史
的
傾
向
が
正
確
に
要
約
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
世
界
史
的
地
位
"
使
命
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
既
述
の
理
論
的
前
進
が
、
こ
こ
に
科
学
的
社
会
主
義
の
宣
言

と
し
て
結
実
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
仏
詳
の
内
容
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
く
り
か
え
す
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

ハ
幻
)
ち
な
み
に
ユ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
『
宣
言
』
の
一
八
七
二
年
ド
イ
ツ
語
版
へ
の
序
文
に
お
い
て
、
「
こ
の
二
五
年
間
に
事
情
が
ど
ん
な
に
大
さ
く

変
化
し
た
に
し
て
も
、
こ
の
『
宣
言
』
の
な
か
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
一
般
的
な
諸
原
則
は
、
だ
い
た
い
に
お
い
て
今
日
で
も
完
全
に
正
し
い
」
と
の

べ
て
い
る
(
宮
・
何
・
巧
司
有

"
?
ω
-
m
a
-
訳、

]
U
-
S
S
。

以
上
に
概
観
し
た
と
こ
ろ
が
、
経
済
学
研
究
の
い
わ
ば
前
期
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
進
歩
に
は
ま
こ
と
に
自
を
み
は
、
り
さ

れ
る
も
の
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
な
お
研
究
し
、
発
展
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
点
も
多
い
。
と
り
わ
け
、
労
働
の
二
面
的
性
質
の
発
見
や
労
働

カ
と
労
働
と
の
区
分
の
発
見
は
重
要
で
あ
る
。
現
存
す
る
「
遺
稿
」
で
み
う
る
限
り
で
は
、
こ
の
ニ
点
は
と
も
に
『
経
済
学
批
判
要
綱
』

で
果
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
『
資
本
論
』
で
展
開
さ
れ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
諸
点
が
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
と
が
き

「
労
働
陳
外
」
論
に
つ
い
て
は
お
び
た
だ
し
い
研
究
が
あ
る
が
、
経
済
学
的
な
考
察
は
わ
り
あ
い
少
な
い
。
し
か
も
、

『
資
本
論
』
と

そ
の
諸
草
稿
に
即
し
た
綿
密
な
研
究
は
皆
無
に
近
い
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
初
期
「
労
働
疎
外
L

論
と
『
資
本
論
』
と
の
関
墜
に
つ
い



て
も
、
た
と
え
ば
前
者
が
後
者
の
剰
余
価
値
論
、
蓄
積
論
へ
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
み
ら
れ
て
も
、
こ
の
観
点
か
ら
そ
の

豊
富
な
内
容
を

E
し
く
把
握
す
る
作
業
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
他
方
、
い
わ
ゆ
る
「
物
化
論
」
と
か
「
物
神
性
論
」
と
か
に
発
展
さ

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
見
解
に
つ
い
て
も
、

「
労
働
疎
外
」
と
「
物
神
性
」
と
の
関
連
を
『
資
本
論
』
や
そ
の
草
稿
に
も
と
づ
い
て
王
確

に
把
握
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
さ
ら
に
、

「
労
働
疎
外
」
は
、
労
働
者
階
級
の
「
窮
乏
化
問
題
」
と
の
関
連
に
お
い
て
も
論
議
さ

れ
て
い
る
が
、
双
方
の
内
的
関
連
に
つ
い
て
も
ま
た
、
十
分
に
つ
っ
こ
ん
だ
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
実
状
に
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
空
白
、
な
い
し
不
十
分
さ
を
多
少
で
も
補
な
う
こ
と
を
期
待
し
て
か
か
れ
た
。
当
初
、
コ
一
回
程
度
の
も
の
を
予
定

し
て
い
た
が
、
そ
の
倍
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
い
っ
そ
う
深
め
た
い
点
や
も
っ
と
整
理
し
簡
潔
に
し
て
よ
い
部

分
が
目
に
つ
く
。
い
ず
れ
機
会
で
も
あ
れ
ば
果
す
こ
と
に
し
た
い
。

経
済
的
諸
範
曙
の
関
係
を
論
理
的
に
首
尾
一
貫
し
て
追
求
し
て
ゆ
く
ば
あ
い
、
そ
の
背
後
に
ひ
そ
む
人
間
的
労
働
の
社
会
的
関
連
と
そ

の
発
展
法
則
と
い
う
観
点
は
つ
ね
に
こ
れ
を
堅
持
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
、
資
本
主
義
を
揚
棄
し
、
社
会
主
義
を
建
設
す

る
主
体
ハ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
)
の
あ
り
か
た
と
任
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
、
7
観
点
、
主
体
的
立
場
が
堅
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

う
し
た
観
点
や
立
場
を
欠
落
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
、

済
学
の
俗
流
化
(
魂
の
ぬ
き
と
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
)
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

「
学
問
至
上
主
義
」
的
傾
向
ゃ
、
い
わ
ゆ
る
「
宇
野
学
派
」
に
み
ら
れ
る
マ
ル
グ
ス
経

「
労
働
疎
外
」
の
問
題
は
、
こ
う
し
た
点
を
浮
彫
り
に
す

る
上
で
最
適
で
あ
ろ
う
。
本
稿
も
と
く
に
こ
の
点
に
留
意
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

一
九
七
二
年
十
月
十
五
日

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」
の
考
究
会
召

一
六
七


